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はじめに 
 

 

公益財団法人成田空港周辺地域共生財団では、成田国際空港周辺に関係機関

が設置した 103 局（令和２年度末現在）に及ぶ固定測定局からのデータを   

一元的に集計処理するという全国に例のない体制を整備しており、毎年公表 

している年報では、測定局ごとの詳細なデータはもとより、前年度との    

比較データや運航状況の変化を踏まえた調査結果等を公表することによって、

地域と成田国際空港の共生に寄与しています。 

 

成田国際空港は、これまで LCC 路線の拡大や訪日外国人客の増加などにより

国際線・国内線ともに増加傾向にありましたが、新型コロナウイルスの世界的な

感染拡大に伴い、令和２年度の年間発着回数は 10.6 万回と、過去最高を記録  

した前年度の 25.8 万回を大きく下回りました。 

本年４月以降は、旅客便の発着回数にも多少の回復傾向が見られるものの、 

依然として厳しい状況が続いておりますが、航空会社で構成される国際組織の

ＩＡＴＡ（国際航空運送協会）の最新の予測では、２０２３（令和５）年には、

コロナ禍前の２０１９（令和元）年の水準を上回るまで回復するとしています。 

 

こうした中、空港会社では、「成田国際空港の更なる機能強化」に向けて、  

着実に事業を進めていると聞いており、また、当財団においても、騒防法第１種

区域の拡大を踏まえ、独自の騒音対策区域を拡大し、騒音下にお住まいの皆様 

への防音工事助成の充実を図っているところです。 

 

このような成田国際空港を取り巻く現状を踏まえますと、当財団の果たす 

役割はこれまで以上に重要になるものと考えており、今後もデータ処理精度の

一層の向上を図り、適正なデータを早期に提供できるよう努めてまいります。 

 

最後に、令和２年度「成田国際空港周辺航空機騒音測定結果」（年報）の発刊

に当たり、データの提供、集計、評価等にご協力を頂いた関係機関の皆様はじめ、

貴重なご助言を頂いた航空機騒音監視評価委員の諸先生方に厚く御礼申し上げ

ます。 

 

本報告書が今後の航空機騒音対策に役立てば幸いに存じます。 
 

 

 

令和３年８月 

公益財団法人 成田空港周辺地域共生財団 
 

理事長  山中 精一 
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１．集計処理の概要 

（１）測定局の配置 
成田国際空港周辺には、関係自治体及び成田国際空港株式会社（以下 

「空港会社」又は「NAA」という）により、令和２年度末現在 103 局 

（千葉県 23 局、茨城県 10 局、成田市 26 局、芝山町 9 局、山武市 1 局、 

多古町 1 局、空港会社 33 局）の航空機騒音測定局（以下「測定局」という）

が設置されている。 

表 1-1 に「航空機騒音測定局一覧表」、図 1-1 に「航空機騒音測定局配置 
及びエリア図」を示した。 

 

（２）測定局のエリア区分 
年報作成にあたっては、航空機騒音の状況が飛行コースと測定局の位置関係 

（飛行コースの直下及びその東西、空港側方、旋回部分等）により異なること 

から、測定局を下記の 12 エリアに区分し、検討した。 

 

① 茨城県内･･･････････････････ 茨城県内に設置されている測定局（北側 

コース直下の田川局を除く） 

② Ａ滑走路北側・コース直下･･･ Ａ滑走路北側の飛行予定コースから東西に  

およそ 400m 以内に設置されている測定局 

③ Ｂ滑走路北側・コース直下･･･ Ｂ滑走路北側の飛行予定コースから東西に  

およそ 400m 以内に設置されている測定局 

④ Ａ滑走路北側・コース西･････ Ａ滑走路北側の飛行予定コースから西側に  

およそ 400m 以上離れた位置に設置されて  

いる測定局 

⑤ Ｂ滑走路北側・コース東･････ Ｂ滑走路北側の飛行予定コースから東側に  

およそ 400m 以上離れた位置に設置されて  

いる測定局 

⑥ 北側谷間地区･･･････････････ 空港北側のＡ、Ｂ両滑走路の飛行コース間の 

位置に設置されている測定局 

⑦ 空港側方･･･････････････････ Ａ、Ｂ両滑走路の東西両側に設置されている 

測定局 

⑧ Ａ滑走路南側・コース直下･･･ Ａ滑走路南側の飛行予定コースから東西に  

およそ 400m 以内に設置されている測定局 



 

2 
 

⑨ Ｂ滑走路南側・コース直下･･･ Ｂ滑走路南側の飛行予定コースから東西に  

およそ 400m 以内に設置されている測定局 

⑩ Ａ滑走路南側・コース西･････ Ａ滑走路南側の飛行予定コースから西側に  

およそ 400m 以上離れた位置に設置されて  

いる測定局 

⑪ Ｂ滑走路南側・コース東･････ Ｂ滑走路南側の飛行予定コースから東側に  

およそ 400m 以上離れた位置に設置されて  

いる測定局 

⑫ 南側谷間地区･･･････････････ 空港南側のＡ、Ｂ両滑走路の飛行コース間の 

位置に設置されている測定局 

 

 

（３）測定局に関する情報 
 

本年度の年報評価に影響する測定局の設置場所等の変更は無かった。 
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区分 No 局 ID 測 定 局 名 設 置 場 所 管 理 者 区分 No 局 ID 測 定 局 名 設 置 場 所 管 理 者

1 NI09 島田 牛久市島田公会堂 茨 城 県 50 NN15 遠山 成田市立遠山小学校 成 田 市

2 NB04 江戸崎 稲敷市江戸崎終末処理場 茨 城 県 51 NC17 大和 富里市大和緑ヶ丘自治会館 千 葉 県

3 NI03 東 稲敷市新利根土地改良区事務所 茨 城 県 52 NN07 本三里塚 成田市本三里塚共同利用施設 成 田 市

4 NI10 町田 稲敷市町田農村集落センター 茨 城 県 53 NK36 三里塚小学校 成田市立三里塚小学校 空 港 会 社

5 NI08 手賀組新田 稲敷市手賀組新田農村集落センター 茨 城 県 54 NN16 御料牧場記念館 成田市三里塚御料牧場記念館 成 田 市

6 NI05 沓掛 稲敷市根本五区共同利用施設 茨 城 県 55 NK37 三里塚グラウンド 成田市三里塚ＮＡＡ施設用地内 空 港 会 社

7 NI06 太田 稲敷市新利根いこいのプラザ 茨 城 県 56 NN17 本城 成田市本城 成 田 市

8 NK08 新利根 稲敷市立新利根中学校 空 港 会 社 57 NN06 堀之内 成田市堀之内共同利用施設 成 田 市

9 NK32 下加納 河内町下加納愛宕神社 空 港 会 社 58 NK21 大室（ＮＡＡ） 成田市大室竜面共同利用施設 空 港 会 社

10 NI07 伊崎 稲敷市南部共同利用施設 茨 城 県 59 NK23 新田（ＮＡＡ) 成田市新田 空 港 会 社

11 NK07 河内 河内町中央公民館 空 港 会 社 60 NT11 新田（成田市） 成田市新田 成 田 市

12 NI02 金江津 河内町金江津東共同利用施設 茨 城 県 61 NK34 一鍬田 多古町一鍬田共同利用施設 空 港 会 社

13 NI01 田川 河内町田川共同利用施設 茨 城 県 62 NC24 梅ノ木 芝山町菱田梅ノ木集会所 千 葉 県

14 NK05 荒海 成田市荒海共同利用施設 空 港 会 社 63 NK38 芝山千代田 芝山町香山新田 空 港 会 社

15 NN23 荒海橋本 成田市荒海共生プラザ 成 田 市 64 NS09 菱田 芝山町菱田共同利用施設 芝 山 町

16 NN03 芦田（成田市） 成田市芦田 成 田 市 65 NS14 大里 芝山町住母家集会所 芝 山 町

17 N002 西和泉 成田市ＰＧＭ総成カントリークラブ 千 葉 県 66 NK09 ３４Ｌ Ａ滑走路南端 空 港 会 社

18 NK01 １６Ｒ Ａ滑走路北端 空 港 会 社 67 N003 大台 芝山町芝山第二工業団地管理事務所 千 葉 県

19 NK18 西大須賀 成田市西大須賀共同利用施設 空 港 会 社 68 N004 小池 芝山町小池共同利用施設 千 葉 県

20 NC21 四谷 成田市四谷青年館 千 葉 県 69 NS04 芝山集会所 芝山町芝山集会所 芝 山 町

21 NC22 高倉 成田市高倉高度コース局 千 葉 県 70 NC05 中台（千葉県） 横芝光町中台共同利用施設 千 葉 県

22 NC23 土室（千葉県） 成田市久住パークゴルフ場 千 葉 県 71 N006 八田 山武市八田共同利用施設 千 葉 県

23 NK22 １６Ｌ 北総ＶＯＲ/ＤＭＥ用地内 空 港 会 社 72 NK16 蓮沼 山武市蓮沼保健センター 空 港 会 社

24 NC15 矢口 栄町矢口集会所 千 葉 県 73 NK35 ３４Ｒ Ｂ滑走路南側航空保安施設用地 空 港 会 社

25 NN20 竜台 成田市竜台 成 田 市 74 NC25 加茂 芝山町大里加茂公民館 千 葉 県

26 NN13 北羽鳥 成田市北羽鳥 成 田 市 75 NK28 千田（ちだ） 多古町千田 空 港 会 社

27 NN01 北羽鳥北部 成田市北羽鳥北部共同利用施設 成 田 市 76 NK29 牛尾（うしのお） 多古町牛尾共同利用施設 空 港 会 社

28 NN12 長沼 成田市長沼 成 田 市 77 NK30 横芝 横芝光町立横芝小学校 空 港 会 社

29 NK04 芦田（ＮＡＡ） 成田市芦田排水機場 空 港 会 社 78 NK31 上堺 横芝光町立上堺小学校 空 港 会 社

30 NC16 押畑 成田市押畑親水広場予定地 千 葉 県 79 NN08 南三里塚 成田市南三里塚共同利用施設 成 田 市

31 NN04 赤荻 成田市赤荻共同利用施設 成 田 市 80 NS13 牧野西 芝山町牧野西部公民館 芝 山 町

32 NN14 下金山 成田市下金山 成 田 市 81 NS12 高田西 芝山町高田西部公民館 芝 山 町

33 NN05 野毛平 成田市野毛平共同利用施設 成 田 市 82 NK11 芝山 芝山町立芝山小学校 空 港 会 社

34 NN18 馬場 成田市馬場共同利用施設 成 田 市 83 NS01 芝山町役場 芝山町役場 芝 山 町

35 NM01 猿山 成田市役所下総支所 成 田 市 84 NK12 山室 山武市山室 空 港 会 社

36 NC20 滑川 成田市滑河運動施設 千 葉 県 85 NC18 古和 山武市古和共同利用施設 千 葉 県

37 NK19 内宿 成田市内宿共同利用施設 空 港 会 社 86 N014 蕪木 山武市蕪木共同利用施設 千 葉 県

38 NK20 土室（ＮＡＡ） 成田市土室 空 港 会 社 87 NK15 松尾 山武市松尾ふれあい館 空 港 会 社

39 NN22 大室（成田市） 成田市大室 成 田 市 88 NR01 上横地 山武市上横地揚水場 山 武 市

40 N007 新川 成田市新川共同利用施設 千 葉 県 89 NC19 木戸 山武市木戸浜共同利用施設 千 葉 県

41 NN19 水掛 成田市水掛共同利用施設 成 田 市 90 NK26 菱田東 芝山町菱田東公会堂 空 港 会 社

42 NN02 磯部 成田市磯部共同利用施設 成 田 市 91 NT01 間倉（まくら） 多古町間倉 多 古 町

43 NN09 幡谷 成田市幡谷共同利用施設 成 田 市 92 NK27 喜多 多古町喜多第二共同利用施設 空 港 会 社

44 NK06 久住 成田市立久住小学校 空 港 会 社 93 NC26 船越 多古町船越粟田公民館 千 葉 県

45 NK03 飯岡 成田市飯岡共同利用施設 空 港 会 社 94 NC27 宝米 九十九里地域水道企業団光取水場 千 葉 県

46 NN21 大生（おおう） 成田市大生共同利用施設 成 田 市 95 NK10 芝山東 芝山町立東小学校 空 港 会 社

47 NN10 成毛 成田市成毛共同利用施設 成 田 市 96 NS10 谷（さく） 芝山町谷 芝 山 町

48 NN24 東和泉 成田市東和泉 成 田 市 97 NS02 上吹入 芝山町上吹入青年館 芝 山 町

49 NN11 野毛平工業団地 成田市野毛平工業団地管理事務所 成 田 市 98 NS07 高谷 芝山町高谷共同利用施設 芝 山 町

99 N010 竜ヶ塚 芝山町小池第七集会所 千 葉 県

100 N011 牛熊 横芝光町牛熊共同利用施設 千 葉 県

101 NK13 中台（ＮＡＡ） 横芝光町中台 空 港 会 社

102 NK14 大総（おおふさ） 横芝光町立大総小学校 空 港 会 社

103 N013 長倉 横芝光町長倉共同利用施設 千 葉 県

表１－１　航 空 機 騒 音 測 定 局 一 覧 表（令和２年度）

①

茨城県

内 ⑦

空港

側方

②

Ａ北側

ｺｰｽ

直下

⑧

Ａ南側

ｺｰｽ

直下

③

Ｂ北側

ｺｰｽ

直下

④

Ａ北側

ｺｰｽ西

⑨

Ｂ南側

ｺｰｽ

直下

⑩

Ａ南側

ｺｰｽ西⑤

Ｂ北側

ｺｰｽ東

⑥

北側

谷間

地区

⑪

Ｂ南側

ｺｰｽ東

⑫

南側

谷間

地区
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図 1-1 航空機騒音測定局配置及びエリア図 
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（４）集計処理の手順 
共生財団では、航空機騒音データ処理システム（以下「データ処理システ

ム」という）により騒音データの集計処理を行い、各測定局の設置管理者へ

日報（速報値）、月報（速報値）として集計データの提供を行うとともに、

共生財団のホームページで各測定局の月報（速報値）及び年報を公開して 

いる。 

図 1-2 に「航空機騒音データ処理システムの構成と集計処理の手順」を  

示す。航空機騒音集計処理の具体的手順は次のとおりである。※ 

 

①  測定局では、騒音レベルが“暗騒音レベルに対して 10 デシベル（以下

「dB」という）以上大きいもの”と“継続時間”の設定条件を満たした

騒音を航空機騒音として識別し、データの測定を行っている。 

②  データ処理システムでは、公衆回線を用いて 1 日 1 回測定局にアクセ

スし、データの収集を行っている。  

③  データ処理システムは、測定局から得られる航空機騒音データ及び空港

会社から提供される航空機運航実績データ、航空管制航跡レーダー情報を

基に、騒音発生時刻と航空機と測定局との最接近時間等により航空機の 

騒音を抽出し、各測定局における時間帯補正等価騒音レベル（以下  

「Ｌden」という）を算出している。 

なお、Ｌdenでは、地上騒音も評価対象に含めることから、空港会社か

ら提供される地上騒音照合結果を参照して、地上騒音が観測される可能性

がある空港周辺の測定局について集計を行っている。 

※  航空機騒音測定・評価マニュアルには、「通年測定において測定機器の故障や

取替え・保守点検等により日単位で欠測する場合は、欠測期間を除外した残り

の期間から年間の評価量を算出する。なお日単位の欠測率が 20%を大きく超え

る場合（欠測期間が 2 ヶ月以上）は、算出した評価量に欠測期間及び欠測率を

付記する。また欠測の許容限度を超えるとして、参考値の扱いとする。」とし

ている。 
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図 1-2 航空機騒音データ処理システムの構成と集計処理の手順 
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２．騒音測定結果 

（１）Ｌden測定結果 

環境省の航空機騒音測定･評価マニュアル（以下「マニュアル」という）

に基づき、Ｌden（時間帯補正等価騒音レベル）により評価を行った。 

表2-1に令和２年度の各測定局の月間及び年間のＬden測定結果と「公共用

飛行場周辺における航空機騒音による障害の防止等に関する法律」(以下

「騒防法」という)の規定による第一種区域、第二種区域及び第三種区域

（以下､それぞれ｢第１種区域｣､｢第２種区域｣､｢第３種区域｣と記載する。）

の指定の状況をあわせて示した。 

また、図2-1では、各測定局を12エリアに区分して年度別年間Ｌden測定 

結果を示した。 
月間及び年間のＬdenは、1日のＬdenをエネルギー平均して算出し、小数点 

以下第1位までの数値として表示した。 

 

表 2-1：「令和２年度月間及び年間Ｌden測定結果」 
図 2-1：「年度別年間Ｌden測定結果」 

 

（参 考） 

1.単発騒音暴露レベル（ＬAE） 

Ｌden算出の基となるＬAEは、 
単発的に発生する騒音の全エネルギー 
と等しいエネルギーを持つ継続時間1秒 
の定常音の騒音レベルを示す。 
単位はデシベル[dB]。 
 

2. 時間帯補正等価騒音レベル（Ｌden） 

Ｌdenは、昼間(7～19 時)、夕方(19～22 時)、夜間(0～7 時、22～24 時)の時間帯別に重み

を付けて求めた 1 日の等価騒音レベルで、次式による。単位はデシベル[dB]。昼夕夜平均騒音

レベルともいう。 

ここに、i、j、k は、それぞれ昼間(7～19 時)、夕方(19～22 時)、夜間(0～7 時、22～24 時)

の時間帯に発生した単発騒音を表す添え字。LAE,di、LAE,ej、LAE,nk は、それぞれの時間帯での i 番
目、j 番目、k 番目の単発騒音暴露レベル。T0 は基準の時間（1 s）、T は観測 1 日の時間

（86400 s）。なお、地上騒音に含まれる準定常騒音は、それぞれの時間帯での騒音暴露レベル

LAE,Ti,di、LAE,Tj,ej、LAE,Tk,nk として表し、これらを上式の LAE,di、LAE,ej、LAE,nk に読み替えて算入  

する。 

 

3. 最大騒音レベル（ＬA,Smax） 

ＬA,Smaxは、騒音の発生ごとに観測される騒音レベルの最大値。単位はデシベル[dB]。 
注記 騒音計の時間重み付け特性をS(slow)に設定して求めた最大騒音レベル。  
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無

指
定

→
空

港
内

　
　

※
4：

第
1種

→
空

港
内

無
指

定

(6
2
dB

未
満

)

第
１

種
区

域

(6
2
dB

以
上

)

第
２

種
区

域

(7
3
dB

以
上

)
第

３
種

区
域

(7
6d

B
以

上
)

空
港

内

表
2-

1 
令

和
２

年
度

 
月

間
及

び
年

間
Ｌ

de
n
測

定
結

果
 

( 1
/3
) 

注
記

1．
平

成
24

年
度

の
年

間
値
は

、
Ｌ

d
en
を

測
定

し
た

測
定

局
の

み
参

考
と

し
て

記
載

し
た

。
 

注
記

2．
括

弧
付

き
表

記
は

、
参

考
値

で
あ

る
。
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単
位

：
dB

区
分

N
o

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

年
間

値
R
1

H
3
0

H
2
9

H
2
8

H
2
7

H
2
6

H
2
5

H
2
4

-
-

-

3
5

猿
山

4
3
.1

3
8
.7

3
6
.9

3
8
.6

3
8
.2

4
2
.5

4
5
.5

4
5
.7

4
5
.9

4
5
.2

4
2
.9

4
5
.0

4
3

.4
4
8
.3

4
9
.1

4
9
.6

5
0
.0

4
9
.8

4
9
.4

4
9
.2

3
6

滑
川

4
8
.4

4
1
.3

3
9
.8

4
9
.0

5
2
.4

4
8
.6

―
―

―
―

―
(4

9
.7

)
(4

8
.5

)
5
5
.5

5
6
.1

5
6
.0

5
6
.1

5
6
.1

5
5
.9

5
5
.8

3
7

内
宿

4
6
.0

4
0
.1

3
8
.5

4
2
.4

4
4
.2

4
6
.2

4
8
.7

4
8
.7

4
8
.8

4
7
.6

4
6
.1

4
8
.3

4
6

.5
5
2
.8

5
3
.7

5
4
.1

5
4
.7

5
4
.6

5
4
.3

5
3
.9

5
3
.8

3
8

土
室

（N
A

A
）

4
7
.9

4
0
.9

3
9
.8

4
5
.3

4
8
.0

4
8
.2

5
0
.4

5
0
.2

5
0
.3

4
9
.2

4
7
.8

4
9
.8

4
8

.3
5
4
.5

5
5
.4

5
5
.8

5
6
.6

5
6
.3

5
6
.2

5
5
.9

5
5
.8

3
9

大
室

（成
田

市
）

4
8
.6

4
1
.3

4
0
.0

4
8
.0

5
0
.8

4
9
.6

5
1
.8

5
1
.9

5
1
.6

5
0
.8

4
8
.5

5
0
.6

4
9

.8
5
6
.5

5
7
.4

5
7
.9

5
8
.9

5
8
.1

5
7
.8

5
7
.3

4
0

新
川

※
1

5
3
.6

5
2
.9

5
1
.6

5
2
.3

5
0
.1

5
3
.4

5
5
.4

5
5
.4

5
5
.8

5
4
.8

5
3
.6

5
5
.5

5
4

.0
5
6
.2

5
6
.1

5
6
.6

5
6
.9

5
6
.8

5
6
.7

5
6
.9

4
1

水
掛

※
1

5
3
.1

5
1
.2

4
9
.5

5
0
.8

4
7
.2

5
2
.8

5
5
.1

5
5
.2

5
5
.6

5
4
.9

5
3
.1

5
4
.7

5
3

.4
5
5
.6

5
5
.8

5
6
.2

5
6
.8

5
6
.5

5
6
.3

5
6
.3

4
2

磯
部

5
5
.7

5
4
.7

5
3
.6

5
4
.7

5
1
.7

5
5
.6

5
7
.4

5
7
.2

5
7
.5

5
6
.7

5
5
.3

5
7
.2

5
5

.9
5
7
.5

5
7
.0

5
7
.5

5
7
.9

5
7
.8

5
7
.9

5
8
.0

4
3

幡
谷

※
1

5
2
.5

5
0
.1

4
8
.4

5
0
.9

4
8
.6

5
2
.4

5
4
.7

5
4
.7

5
5
.1

5
4
.2

5
2
.7

5
4
.2

5
2

.9
5
5
.9

5
6
.3

5
6
.6

5
7
.0

5
6
.9

5
6
.5

5
6
.4

4
4

久
住

※
1

5
4
.1

5
2
.5

5
1
.0

5
2
.5

5
1
.0

5
3
.9

5
6
.0

5
6
.0

5
6
.4

5
5
.7

5
4
.1

5
5
.8

5
4

.5
5
6
.8

5
6
.8

5
7
.1

5
7
.6

5
7
.4

5
7
.4

5
7
.5

5
7
.9

4
5

飯
岡

5
7
.2

5
6
.4

5
5
.1

5
6
.3

5
3
.1

5
7
.2

5
9
.1

5
9
.0

5
9
.3

5
8
.5

5
7
.1

5
8
.9

5
7

.6
5
9
.1

5
8
.8

5
9
.2

5
9
.7

5
9
.6

5
9
.7

6
0
.0

6
0
.6

4
6

大
生

5
7
.8

5
7
.2

5
5
.8

5
6
.8

5
4
.3

5
8
.0

5
9
.8

5
9
.7

6
0
.0

5
9
.2

5
7
.8

5
9
.4

5
8

.3
5
9
.7

5
9
.3

5
9
.7

5
9
.8

5
9
.8

5
9
.6

5
9
.8

4
7

成
毛

※
1

5
2
.8

5
0
.7

4
8
.9

4
9
.6

4
7
.0

5
2
.0

5
5
.0

5
4
.9

5
5
.4

5
4
.7

5
2
.9

5
4
.5

5
3

.1
5
5
.9

5
6
.0

5
6
.6

5
7
.2

5
7
.1

5
6
.6

5
6
.5

4
8

東
和

泉
5
6
.4

5
4
.9

5
3
.6

5
4
.8

5
1
.5

5
5
.9

5
8
.0

5
7
.9

5
8
.3

5
7
.6

5
6
.1

5
7
.7

5
6

.4
5
8
.3

4
9

野
毛

平
工

業
団

地
5
7
.5

5
6
.3

5
4
.5

5
5
.6

5
2
.6

5
7
.2

5
9
.5

5
9
.5

5
9
.9

5
9
.2

5
7
.7

5
9
.3

5
7

.9
5
9
.7

5
9
.2

5
9
.5

5
9
.9

5
9
.8

5
9
.7

5
9
.9

5
0

遠
山

5
6
.0

5
4
.3

5
3
.5

5
2
.9

5
1
.6

5
5
.3

5
7
.9

5
8
.2

5
8
.0

5
7
.9

5
5
.8

5
7
.3

5
6

.2
5
8
.1

5
8
.0

5
8
.3

5
8
.4

5
8
.5

5
8
.4

5
8
.5

5
1

大
和

4
5
.6

3
8
.2

3
8
.1

3
5
.8

3
2
.8

4
4
.1

4
7
.1

4
6
.3

4
7
.2

4
6
.8

3
9
.7

4
3
.8

4
4

.1
4
4
.2

4
4
.6

4
5
.1

4
5
.8

4
5
.6

4
5
.5

4
5
.2

5
2

本
三

里
塚

5
7
.0

5
4
.8

5
5
.4

5
4
.5

5
2
.7

5
7
.3

5
9
.0

5
9
.8

5
9
.3

5
9
.0

5
6
.6

5
7
.8

5
7

.4
5
8
.0

5
7
.8

5
8
.1

5
8
.3

5
8
.5

5
8
.5

5
8
.6

5
3

三
里

塚
小

学
校

5
8
.5

5
7
.3

5
7
.7

5
7
.2

5
5
.0

5
8
.8

5
9
.6

6
0
.3

6
0
.2

5
8
.6

5
7
.1

5
8
.4

5
8

.4
5
9
.4

5
9
.4

6
0
.0

6
0
.0

6
0
.3

6
0
.5

6
0
.7

6
1
.0

5
4

御
料

牧
場

記
念

館
5
4
.5

5
2
.3

5
2
.3

5
1
.6

5
0
.3

5
3
.7

5
6
.1

5
7
.2

5
7
.2

5
6
.7

5
4
.1

5
4
.9

5
4

.8
5
5
.6

5
5
.8

5
6
.0

5
6
.0

5
6
.1

5
6
.0

5
6
.5

5
5

三
里

塚
グ

ラ
ウ

ン
ド

6
1
.0

6
0
.6

6
0
.6

6
0
.3

5
9
.5

6
0
.2

6
1
.2

6
2
.1

6
2
.3

6
1
.2

6
1
.0

6
2
.0

6
1

.1
6
3
.2

6
3
.5

6
3
.9

6
3
.9

6
4
.1

6
4
.3

6
4
.8

6
4
.9

5
6

本
城

5
3
.7

5
2
.6

5
2
.6

5
1
.8

5
0
.9

5
2
.2

5
5
.9

5
6
.7

5
6
.8

5
6
.5

5
5
.3

5
5
.6

5
4

.7
5
6
.3

5
6
.5

5
7
.3

5
7
.3

5
7
.4

5
7
.7

5
7
.8

5
7

堀
之

内
5
4
.2

5
1
.3

4
9
.3

5
1
.3

5
0
.1

5
3
.3

5
6
.1

5
7
.0

5
6
.9

5
6
.6

5
4
.9

5
5
.9

5
4

.6
5
8
.0

5
7
.7

5
7
.5

5
7
.6

5
7
.4

5
7
.8

5
8
.2

5
8

大
室

（N
A

A
）

4
8
.4

4
1
.3

4
0
.6

4
7
.7

5
0
.0

4
9
.3

5
1
.4

5
1
.2

5
0
.8

4
9
.6

4
8
.6

5
0
.4

4
9

.2
5
6
.1

5
7
.4

5
8
.0

5
9
.0

5
8
.2

5
8
.1

5
7
.9

5
7
.3

5
9

新
田

(N
A

A
)

4
9
.6

4
3
.2

4
4
.3

4
9
.5

4
9
.4

4
4
.9

4
8
.4

5
1
.2

5
0
.4

5
1
.6

5
0
.9

4
9
.7

4
9

.3
5
5
.6

5
6
.2

5
5
.5

5
4
.6

5
4
.0

5
4
.6

5
4
.7

5
4
.3

6
0

新
田

(成
田

市
)

5
0
.5

4
4
.9

4
6
.0

5
1
.1

5
1
.6

4
7
.4

4
9
.7

5
2
.5

5
2
.5

5
3
.3

5
2
.3

5
1
.7

5
0

.9
5
7
.4

5
8
.3

5
8
.1

5
7
.1

5
6
.5

5
6
.9

5
6
.5

6
1

一
鍬

田
※

4
4
6
.3

4
3
.6

4
4
.3

4
7
.3

4
8
.1

4
3
.0

4
4
.1

4
7
.3

4
6
.8

4
6
.3

4
7
.5

4
7
.9

4
6

.4
5
2
.7

5
3
.3

5
3
.5

5
3
.4

5
3
.5

5
3
.8

5
3
.4

5
1
.9

6
2

梅
ノ

木
※

3
4
5
.9

3
9
.9

4
2
.8

4
5
.5

4
6
.0

4
3
.5

4
4
.5

4
7
.1

4
6
.8

4
5
.8

4
6
.5

4
6
.9

4
5

.5
5
3
.1

5
3
.5

5
3
.8

5
3
.4

5
3
.5

5
3
.8

5
3
.3

6
3

芝
山

千
代

田
※

1
5
3
.5

5
3
.4

5
1
.2

5
2
.2

5
0
.2

4
8
.6

5
1
.0

5
3
.5

5
5
.4

5
4
.4

5
4
.5

5
4
.9

5
3

.2
5
5
.9

5
6
.3

5
6
.7

5
6
.5

5
6
.5

5
7
.3

5
7
.2

5
6
.6

6
4

菱
田

5
2
.9

4
9
.4

4
9
.0

5
2
.2

5
2
.2

4
8
.8

5
1
.7

5
3
.2

5
2
.9

5
2
.3

5
2
.7

5
3
.6

5
2

.0
5
8
.5

5
8
.7

5
8
.6

5
8
.2

5
8
.2

5
8
.4

5
8
.3

6
5

大
里

※
1

5
1
.9

5
0
.4

5
0
.4

5
1
.2

5
1
.7

4
8
.9

4
9
.8

5
2
.1

5
1
.6

5
1
.2

5
2
.6

5
3
.4

5
1

.4
5
6
.3

6
6

３
４

Ｌ
7
2
.1

7
2
.3

7
2
.7

7
1
.8

7
1
.0

7
2
.9

7
2
.6

7
2
.8

7
2
.9

7
2
.1

7
2
.1

7
3
.0

7
2

.4
7
2
.1

7
2
.1

7
2
.8

7
3
.3

7
3
.5

7
4
.0

7
4
.4

7
3
.8

6
7

大
台

6
6
.2

6
6
.1

6
6
.3

6
5
.0

6
4
.3

6
6
.3

6
6
.4

6
6
.8

6
6
.6

6
6
.0

6
5
.9

6
6
.8

6
6

.1
6
5
.3

6
5
.3

6
6
.3

6
6
.8

6
6
.9

6
7
.4

6
7
.5

6
8

小
池

6
2
.1

6
2
.1

6
2
.2

6
0
.7

6
0
.4

6
1
.6

6
1
.5

6
2
.5

6
2
.1

6
1
.4

6
1
.7

6
2
.9

6
1

.8
6
1
.9

6
1
.8

6
2
.7

6
3
.0

6
3
.2

6
3
.7

6
3
.9

6
9

芝
山

集
会

所
6
1
.8

6
1
.3

6
1
.4

5
9
.5

5
8
.6

6
1
.1

6
1
.9

6
2
.2

6
2
.1

6
1
.5

6
1
.3

6
2
.3

6
1

.4
6
0
.5

6
0
.4

6
1
.5

6
2
.0

6
2
.1

6
2
.3

6
2
.6

7
0

中
台

（千
葉

県
）

6
1
.5

6
1
.3

6
1
.4

6
0
.0

5
9
.0

6
0
.7

6
1
.1

6
1
.9

6
1
.6

6
0
.9

6
1
.0

6
2
.2

6
1

.1
6
0
.7

6
0
.8

(6
1
.5

)
6
2
.2

6
2
.4

6
2
.6

6
2
.5

7
1

八
田

5
8
.6

5
8
.0

5
8
.0

5
6
.4

5
5
.9

5
7
.4

5
8
.2

5
9
.1

5
9
.0

5
8
.2

5
8
.3

5
9
.4

5
8

.1
5
7
.8

5
7
.8

5
8
.6

5
8
.9

5
9
.0

5
9
.6

6
0
.1

7
2

蓮
沼

5
3
.8

5
2
.8

5
3
.3

5
2
.3

5
2
.1

5
2
.9

5
3
.6

5
4
.5

5
4
.3

5
3
.6

5
3
.5

5
4
.5

5
3

.5
5
4
.1

5
4
.1

5
4
.6

5
4
.7

(5
4
.9

)
5
5
.8

5
5
.9

5
5
.8

Ｂ

北
側

ｺ
ｰ

ｽ
東 Ａ

南
側

ｺ
ｰ

ｽ
直

下

空
港

側
方

北
側

谷
間

地
区

 測
定

局
名

称
(※

は
R

2.
4
.1

か
ら

区
域

変
更

)
　

　
※

1
：無

指
定

→
第

1種

　
　

※
2
：第

2
種

→
第

3
種

　
　

※
3
：無

指
定

→
空

港
内

　
　

※
4
：第

1
種

→
空

港
内

無
指

定

(6
2
dB

未
満

)

第
１

種
区

域

(6
2
dB

以
上

)
第

２
種

区
域

(7
3
dB

以
上

)

第
３

種
区

域

(7
6
dB

以
上

)
空

港
内

表
2-

1 
令

和
２

年
度

 
月

間
及

び
年

間
Ｌ

de
n
測

定
結

果
 

(
2/

3)
 

注
記

1．
平

成
24

年
度

の
年

間
値
は

、
Ｌ

de
n
を

測
定

し
た

測
定

局
の

み
参

考
と

し
て

記
載

し
た

。
 

注
記

2．
括

弧
付

き
の

表
記

は
、

参
考

値
で

あ
る

。
 

注
記

3 ．
「

滑
川

」
は

、
工

事
の

た
め

、
令

和
２

年
度

の
10

～
2
月
は

欠
測

、
3
月

の
値

は
参

考
値

と
し

た
。
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単
位

：d
B

区
分

N
o

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
年

間
値

R
1

H
30

H
29

H
28

H
27

H
26

H
25

H
24

-
-

-

73
３

４
Ｒ

66
.9

42
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41
.9

66
.6

67
.8

65
.3

67
.2

66
.6

66
.9

66
.5

64
.6

65
.2

6
5

.7
73

.9
73

.8
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4.
6)

74
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茂
※

4
54
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39

.6
41
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53

.4
54

.9
53

.0
55
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5
3

.6
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.5
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.5
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.5
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.1
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3)

58
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75
千

田
52

.7
47

.2
47

.2
52

.1
52

.7
51
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53

.3
53

.6
53

.3
52

.5
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5
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.1
59
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59

.0
58

.5
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57
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57

.6
57
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76
牛

尾
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1
52
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46
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46
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51
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5
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.0
46

.6
47

.3
50

.2
50

.7
50

.2
52

.0
52

.5
52
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.9
53

.7
52

.3
51

.1
53
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※
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※
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.0
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.8
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中

台
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A
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.7
54
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54

.0
53
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.3
55

.4
54

.3
53

.2
54

.8
56

.5
5
4

.8
56

.4
56

.3
56
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56

.7
57

.1
57

.6
57

.8
57

.7
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2

大
総

※
1

52
.6

51
.2

51
.2

51
.7

51
.9

51
.1

52
.0

53
.3

52
.5

51
.7

51
.9
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2

.1
57

.0
56

.9
56

.5
56
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.0
56
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倉

※
1

55
.0
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.9
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.2

53
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.9

53
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.7

53
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4

.7
56

.7
56

.7
56

.9
(5

6.
7)

56
.8

57
.4

57
.5

Ｂ

南
側

ｺｰ
ｽ

東 南
側

谷
間

地
区

 測
定

局
名

称
(※

は
R

2.
4.

1か
ら

区
域

変
更

)
　

　
※

1：
無

指
定

→
第

1種

　
　

※
2：

第
2種

→
第

3種
　

　
※

3：
無

指
定

→
空

港
内

　
　

※
4：

第
1種

→
空

港
内

Ｂ

南
側

ｺｰ
ｽ

直
下 Ａ

南
側

ｺｰ
ｽ

西

無
指

定

(6
2d

B
未

満
)

第
１

種
区

域

(6
2d

B
以

上
)

第
２

種
区

域

(7
3d

B
以

上
)

第
３

種
区

域

(7
6d

B
以

上
)

空
港

内

表
2-

1 
令

和
２

年
度

 
月

間
及

び
年

間
Ｌ

de
n
測

定
結

果
 

( 3
/3
) 

注
記

1．
平

成
24

年
度

の
年

間
値
は

、
Ｌ

de
n
を

測
定

し
た

測
定

局
の

み
参

考
と

し
て

記
載

し
た

。
 

注
記

2 ．
括

弧
付

き
の

表
記

は
、

参
考

値
で

あ
る

。
 

注
記

3 ．
「

竜
ヶ

塚
」

は
、

機
器

故
障

の
た

め
、

令
和

２
年

度
の

8
月

は
参

考
値

と
し

た
。
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① 茨城県内 

 
② A北側コース直下 
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図2-1 年度別年間Ｌden測定結果（1/6） 

③ B北側コース直下 
 

 
④ A北側コース西 
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※矢口のH26の値は

参考値
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図2-1 年度別年間Ｌden測定結果（2/6） 

⑤ B北側コース東 

 
⑥ 北側谷間地区 

 
図 2-1 年度別年間Ｌden測定結果（3/6） 
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⑦ 空港側方 

 
⑧ A 南側コース直下 

 
図2-1 年度別年間Ｌden測定結果（4/6） 
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H29の値は参考値

※２ 蓮沼のH27の値

は参考値
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⑨ B南側コース直下 

 
⑩ A南側コース西 

 
図2-1 年度別年間Ｌden測定結果（5/6） 
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⑪ B南側コース東 

 
⑫ 南側谷間地区 

 
図2-1 年度別年間Ｌden測定結果（6/6） 
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参考値
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※１ 長倉のH28の値は

参考値
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（２）騒防法による評価 
令和２年度の指定区域内の全測定局のＬdenについては、 騒防法の第１種

区域（62デシベル以上）においては第２種区域に定める値（73デシベル）

未満、第２種区域（73デシベル以上）においては第３種区域に定める値

（76デシベル）未満であった。 
また、無指定地域内の全測定局のＬdenについては、第1種区域に定める値

（62デシベル）未満であった。 
令和２年度の区域ごとの測定局数は、無指定33局、第１種区域60局、第２

種区域1局、第３種区域2局、空港内7局の合計103局である。 
また、各測定局の年間Ｌdenと騒防法に定める値との比較を図2-2に示した。 

 
＜参考＞ 
 

騒防法に定める区域※ごとの値は次に示すとおりであり、この値以上で 
ある区域を指定している。 

 

第１種区域：住宅の騒音防止工事の助成の措置をとる区域 

（Ｌden 62 デシベル以上） 

     第２種区域：移転の補償等をすることができる区域 

（Ｌden 73 デシベル以上） 

第３種区域：緑地帯等が整備されるよう必要な措置をとる区域 

（Ｌden 76 デシベル以上） 

 
※令和 2年 4月 1日付けで「成田国際空港の更なる機能強化」に伴う騒防法の
指定区域の変更がなされている。 
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（３）月間Ｌden及び騒音発生回数 
令和２年度の各測定局の月間Ｌden及び月別の騒音発生回数※並びにＬAE

（単発騒音暴露レベル）の度数分布について検討を行った。 
 

 月間Ｌden及び月別日平均騒音発生回数 

各測定局の月間Ｌdenの変化及び日平均騒音発生回数（月別の 1 日あたり

の平均騒音発生回数）の変化を示し、同一エリア内における特徴などが 

比較できるようにした。 
 

また、資料集 1 に以下の項目について示した。 
 
 月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数 

各測定局の月毎の累計騒音発生回数（離陸、着陸別）の変化に従って 

月毎のＬdenがどのように変動しているかを示した。（資料集 1 を参照） 
 

 ＬAE 度数分布図 

各測定局で観測されたＬAE の度数分布を離陸、着陸別に示した。 
機種の分類は、指標となる 5 機種 B-747-4、B-777、B-767、B-737 及び

A-320 とした。（資料集 1 を参照） 
 
 
※騒音発生回数とは、その測定地点で測定された航空機騒音の発生回数であり、暗騒音の

上昇により測定できなかった航空機騒音は含まない。  
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①茨城県内 

このエリアは茨城県内の 12 局であり、稲敷市、河内町及び牛久市の 3 市

町に設置されている。ただし田川については、Ａ滑走路北側・コース直下に

分類した。測定局は広範囲に配置されているため、騒音値の大小は通過した

飛行コースと高度により決まる。 

 
 月間Ｌden は、月ごとの変動幅は小さく、8 月にやや低くなる傾向にある。 

これは、騒音発生回数の影響を受けている。なお、Ｂ滑走路延長線上に近い

下加納、金江津では、Ｂ滑走路を閉鎖していた令和 2 年度の 5 月～6 月の 

月間Ｌdenが低くなっている。 

 
 日平均騒音発生回数は、北側への離陸機が多くなる秋季から冬季は増加

し、北側からの着陸機が多くなる春季から夏季は減少する傾向にある。 

地点ごとに見ると、河内、新利根、伊崎など空港から近い地点で

は、飛行コースに近く高度が低いことから日平均騒音発生回数は多く、 

空港から離れた島田、手賀組新田などの地点では、飛行経路のばらつきと

高度も高いことにより少なくなっている。また、夏季に日平均騒音発生回

数が減少しているのは、昼間のセミや、夕方から夜間の虫や蛙の鳴き声な

どの妨害音による影響も考えられる。 
 

 ＬAE の度数分布図をみると、離着陸とも比較的広い分布であり、島田、 

手賀組新田、沓掛など、空港から離れた地点では度数が少ない。また、 

離陸の度数の方が多くなっている地点が多い。 
 
 
図 2-3-1：「月間Ｌden（茨城県内）」及び「月別日平均騒音発生回数（茨城県内）」 

資料 1-1：「月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数（茨城県内）」 

資料 1-2：「ＬAE度数分布図（茨城県内）」 
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図 2-3-1 月間Ｌden(茨城県内） 

 

 

 
図 2-3-1 月別日平均騒音発生回数(茨城県内） 
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②Ａ滑走路北側・コース直下 

このエリアはＡ滑走路の北側地点の中でも飛行経路下に位置している 6 局

で、茨城県河内町と千葉県成田市の 2 市町に設置されている。（茨城県河内

町に設置している田川は本エリアに分類した。）これらの局ではＡ滑走路の

離着陸騒音はもとより、Ｂ滑走路の離陸騒音も測定される地点もある。  
なお、Ｂ滑走路の着陸騒音については、ほとんど測定されない。 

 
 月間Ｌdenは、月毎の変動幅が小さく、例年、5 月~7 月は低めになる傾向が

あるが、令和 2 年度はＢ滑走路の閉鎖及び GO TO TRAVEL に伴う運航便

数増により高めになった。 
 
 日平均騒音発生回数は、Ａ滑走路を離着陸する航空機の影響を大きく受け、

例年、5 月～8 月、翌 3 月が少なく、10 月～1 月が多い傾向にある。令和 2
年度は、Ｂ滑走路の閉鎖期間中に全航空機がＡ滑走路を使用したため、5 月

~7 月の減少幅が少なかった。 
 
 ＬAE の度数分布図をみると、離陸と着陸で傾向が異なり、離陸は比較的 

広い分布であるのに対し、着陸は狭い範囲に集中している。これは離陸機

が行先や重量などの違いにより飛行するコースが変動して騒音値の変動幅

が大きくなるのに対し、着陸機は一定のコースを飛行するので離陸機と 

比較して騒音値の変動幅が小さくなるためである。 
 
 
図 2-3-2：「月間Ｌden（Ａ滑走路北側･コース直下）」及び「月別日平均騒音発生

回数（Ａ滑走路北側･コース直下）」 

資料 2-1：「月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数（Ａ滑走路北側･コース直下）」 
資料 2-2：「ＬAE度数分布図（Ａ滑走路北側･コース直下）」 
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図 2-3-2 月間Ｌden（Ａ滑走路北側・コース直下） 

 
図 2-3-2 月別日平均騒音発生回数（Ａ滑走路北側・コース直下） 
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③Ｂ滑走路北側・コース直下 

このエリアはＢ滑走路の北側地点の中でも飛行経路下に位置している 5 局

で、全て千葉県成田市に設置されている。これらの局ではＢ滑走路の離着陸

騒音以外にもＡ滑走路の離着陸騒音が測定される。 
 
 月間Ｌdenは、例年、年間を通じて大きな変動が見られない傾向にあるが、

令和 2 年度は、Ｂ滑走路の閉鎖により 5 月～6 月に減少し、GO TO 
TRAVEL による運航便数増により、7 月～8 月に増加している。 
 

 日平均騒音発生回数は、例年、7 月～9 月にかけて減少する傾向にあるが、

令和 2 年度は前述の理由により、7 月～8 月に増加している。 
 

 ＬAE の度数分布図をみると、離陸と着陸で傾向が異なり、離陸は比較的 

広い分布であるのに対し、着陸は狭い範囲に集中している。これは、離陸

機が行先や重量などの違いにより、飛行するコースが変動して騒音値の 

変動幅が大きくなるのに対し、着陸機は一定のコースを飛行するので離陸

機と比較して騒音値の変動幅が小さくなるためである。また、このエリア

では、Ａ滑走路、Ｂ滑走路の両方の離着陸騒音が測定されるが、着陸騒音

はＢ滑走路が、離陸騒音はＡ滑走路が主として観測されている。 
 
 
図 2-3-3： 「月間Ｌden（Ｂ滑走路北側･コース直下）」及び「月別日平均騒音発生

回数（Ｂ滑走路北側･コース直下）」 

資料 3-1：「月別Ｌden及び月間累計騒音発生回数（Ｂ滑走路北側･コース直下）」 
資料 3-2：「ＬAE度数分布図（Ｂ滑走路北側･コース直下）」 
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図 2-3-3 月間Ｌden (Ｂ滑走路北側・コース直下) 

 

 

 
図 2-3-3 月別日平均騒音発生回数(Ｂ滑走路北側・コース直下) 
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④Ａ滑走路北側・コース西 

このエリアはＡ滑走路の北側地点の中でも飛行経路から西側に位置して 

いる 11 局で、千葉県の栄町及び成田市の 2 市町に設置されている。これら

の局ではＡ滑走路の離着陸騒音が主であり、Ｂ滑走路の離陸騒音は数が少な

いが、僅かに測定される。なおＢ滑走路の着陸騒音については、ほとんど 

測定されない。 
 
 月間Ｌden は全体的に 5 月～8 月が低く、10 月～1 月が高くなる傾向

にある。このエリアはＡ滑走路を北側に離陸する航空機の影響を大きく受

けるため、Ａ滑走路の北側への離陸機が少なくなる春季から夏季は低くな

り、Ａ滑走路の北側への離陸機が多くなる秋季から冬季は高くなる。令和

2 年度はＢ滑走路の閉鎖により、5 月～7 月の減少割合が小さかった。 
 

 日平均騒音発生回数は、8 月は少なく、10 月～12 月に多くなる傾向にあ

る。このエリアではＡ滑走路を離着陸する航空機の影響を大きく受けるた

め、Ａ滑走路の北側への離陸機が少なくなる春季から夏季に日平均騒音発

生回数が減少し、Ａ滑走路北側への離陸機が多くなる秋季から冬季に増加

する。Ｂ滑走路を離着陸する航空機の影響はほとんどなく、さらに、下金

山や馬場では、着陸の仰角（航空機を見上げる角度）が低いため、Ａ滑走

路北側の着陸の騒音もほとんど測定されていない。 
 
 ＬAE の度数分布図を見ると、離陸と着陸で傾向が異なり、離陸は比較的 

広い分布であるのに対し、着陸は狭い範囲に集中している。これは離陸 

機が行先や重量などの違いにより飛行するコースが変動して騒音値の変動

幅が大きくなるのにに対し、着陸機は一定のコースを飛行するので離陸機

と比較して騒音値の変動幅が小さくなるためである。 
 
 

図 2-3-4： 「月間Ｌden（Ａ滑走路北側・コース西）」及び「月別日平均騒音発生

回数（Ａ滑走路北側・コース西）」 
資料 4-1：「月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数（Ａ滑走路北側・コース西）」 
資料 4-2：「ＬAE度数分布図（Ａ滑走路北側・コース西）」 

  



 

27 
 

 
図 2-3-4 月間Ｌden（Ａ滑走路北側・コース西） 

 

 

 
図 2-3-4 月別日平均騒音発生回数（Ａ滑走路北側・コース西） 
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⑤Ｂ滑走路北側・コース東 

このエリアはＢ滑走路の北側地点の中でも飛行経路から東側に位置して 

いる 5 局で、全て千葉県成田市に設置されている。これらの局ではＢ滑走路

の離着陸騒音はもとより、Ａ滑走路の離陸騒音も多く測定される。また、 

Ａ滑走路の着陸騒音も数は少ないものの測定される。 
 
 令和 2 年度の月間ＬdenはＢ滑走路の閉鎖により 5 月～6 月に低くなり、10

月～1 月に高くなった。猿山は飛行コースから離れているため、月別Ｌden

の変動幅が他の測定局よりも大きくなっている。なお、滑川は年度の後半

約６ヵ月間欠測した。 
 
 令和 2 年度の日平均騒音発生回数は、Ｂ滑走路の閉鎖により 5 月～6 月が

低くなった。夏季は北側への離陸機が少なくなるため減少し、冬季は北側

への離陸機が多くなるため増加する傾向にある。なお、夏季の減少は、セ

ミなどの妨害音による影響もあると考えられる。 
 

 ＬAE の度数分布図を見ると、離陸と着陸の分布に差が見られる。Ｂ滑走路

は主に着陸機が使用するため、着陸の分布の幅は狭く、集中している。 

その一方で、離陸騒音は、Ａ滑走路、Ｂ滑走路の両方が測定されるため、

双峰性の分布となっている。 
 
 
図 2-3-5：「月間Ｌden（Ｂ滑走路北側・コース東）」及び「月別日平均騒音発生回数

（Ｂ滑走路北側・コース東）」 
資料 5-1：「月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数（Ｂ滑走路北側・コース東）」 
資料 5-2：「ＬAE度数分布図（Ｂ滑走路北側・コース東）」 
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図 2-3-5 月間Ｌden（Ｂ滑走路北側・コース東） 

 

 
図 2-3-5 月別日平均騒音発生回数（Ｂ滑走路北側・コース東） 
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⑥北側谷間地区 

このエリアは空港北側地点の中でもＡ・Ｂ両滑走路の谷間に位置する 10
局で、全て千葉県成田市に設置されている。これらの局ではＡ・Ｂ両滑走路

の離着陸騒音が測定されており、空港に近い地点では着陸後のリバース音も 

測定されるエリアである。 
 
 月間Ｌden は 5 月～8 月が低く、10 月～2 月が高くなる傾向にある。

このエリアは北側への離陸機の方が北側からの着陸機より騒音レベルが

高く観測されるため、北側からの着陸機が多くなる春季から夏季は低く 

なり、北側への離陸機が多くなる秋季から冬季は高くなる。 
 

 日平均騒音発生回数は、5 月～8 月にかけて減少する傾向にある。この時期

は北側からの着陸機が多くなるが、セミやコオロギなどの虫による妨害音

の影響があるものと考えられる。 
 

 ＬAE の度数分布図をみると、離陸と着陸で傾向が異なり、離陸は比較的 

広い分布であるのに対し、着陸は狭い範囲に集中している。これは、離陸

機が行先や重量などの違いにより、飛行するコースが変動して騒音値の 

変動幅が大きくなることに対し、着陸機は一定のコースを飛行するので 

離陸機と比較して騒音値の変動幅が小さくなるためである。また、測定局

の位置により傾向が異なっている。 
 
 
図 2-3-6：「月間Ｌden（北側谷間地区）」及び「月別日平均騒音発生回数（北側谷間 

地区）」 

資料 6-1：「月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数（北側谷間地区）」 
資料 6-2：「ＬAE度数分布図（北側谷間地区）」 
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図 2-3-6 月間Ｌden（北側谷間地区） 

 
図 2-3-6 月別日平均騒音発生回数（北側谷間地区） 
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⑦空港側方 

このエリアは空港周辺の 16 局で、千葉県の成田市、富里市、芝山町及び

多古町の 4 市町に設置されている。これらの局は空港に近いことから、離着

陸騒音以外に着陸後のリバース音、航空機の地上走行（タクシーイング）音

及びエンジン試運転時の音などの地上騒音が聞こえる地点も多い。これらの

音は風向きなどの影響を受けやすいため、騒音レベルが日によって大きく 

変化するなどの特徴がある。また、滑走路の運用方向の影響を大きく受ける

ため、Ａ滑走路側とＢ滑走路側では傾向が異なる。 

 
 月間Ｌden は、Ａ滑走路に近い三里塚グラウンドや三里塚小学校では変動が

小さい。一方、飛行コースから離れている大和では月間Ｌdenの変動幅は大き

く 10dB 以上の変動があった。その他の測定局は、滑走路の運用方向の違い

により若干変動している。 
 

 日平均騒音発生回数は、全体的にバラツキが大きく、季節毎の傾向がはっ

きりしていないものの、5 月～8 月は減少傾向が見られ、セミなどの妨害音

による影響と考えられる。このエリアでは使用滑走路の方向(北向き、南向

き)の違いなどにより騒音発生回数が変わるため、明確な傾向が表れにく

い。Ａ滑走路側では、Ａ滑走路の離着陸騒音が主で、滑走路に近い測定局

では地上騒音も測定される。Ｂ滑走路側では、Ｂ滑走路の離着陸騒音の他

にＡ滑走路の離着陸騒音も測定され、滑走路に近い測定局では地上騒音も

測定される。 
 

 ＬAE の度数分布図は、着陸騒音では突出した頻度分布ではなく、なだらか

な広がりを持った形状になっている測定局が多く見られる。これは、飛行

騒音の他に地上騒音が測定されること、特に地上を伝わる音は風向きなど

の気象状況の影響を受け、変動が大きくなっているためと考えられる。 

離陸騒音は、測定局の位置により傾向が大きく異なっている。 
 
 
図 2-3-7：「月間Ｌden（空港側方）」及び「月別日平均騒音発生回数（空港側方）」 
資料 7-1：「月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数（空港側方）」 
資料 7-2：「ＬAE度数分布図（空港側方）」 
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図 2-3-7 月間Ｌden（空港側方） 

 

 

 
図 2-3-7 月別日平均騒音発生回数（空港側方） 
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⑧Ａ滑走路南側・コース直下 

このエリアはＡ滑走路の南側地点の中でもＡ滑走路の飛行経路直下に位置

する 7 局で、千葉県の成田市、山武市、芝山町及び横芝光町の 4 市町に設置

されている。これらの局はＡ滑走路の離着陸騒音以外にもＢ滑走路の離着陸

騒音も測定される。 
 
 月間Ｌdenは年間を通して変動幅が小さいが、令和 2 年度は秋以降のＡ滑走

路の南側からの着陸機が多かったため、9 月～2 月のＬdenは高めに推移し

たと考えられる。 
 

 日平均騒音発生回数は春季から夏季に減少し、秋季から冬季に増加する傾

向にある。冬季に八田及び蓮沼の騒音発生回数が増加するのは、Ｂ滑走路

の南側からの着陸機の騒音も測定しているためであり、8 月に芝山集会所及

び八田で騒音発生回数が減少しているのは、セミなどの妨害音による影響

と考えられる。 
 
 ＬAE の度数分布図を見ると、離陸と着陸で傾向が異なり、離陸は比較的広い

分布であるのに対し、着陸は狭い範囲に集中している。これは離陸機が行先

や重量などの違いにより飛行するコースが変動して騒音値の変動幅が大き

くなるのに対し、着陸機は一定のコースを飛行するので離陸機と比較して 

騒音値の変動幅が小さくなるためである。八田及び蓮沼の着陸は、双峰性の

分布となっているが、これは、騒音値の大きい方がＡ滑走路の南側からの 

着陸機で、騒音値の小さい方がＢ滑走路の南側からの着陸機である。 
 
 
 
図 2-3-8： 「月間Ｌden（Ａ滑走路南側･コース直下）」及び「月別日平均騒音発生

回数（Ａ滑走路南側･コース直下）」 
資料 8-1：「月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数（Ａ滑走路南側･コース直下）」 
資料 8-2：「ＬAE度数分布図（Ａ滑走路南側･コース直下）」 
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図 2-3-8 月間Ｌden（Ａ滑走路南側・コース直下） 

 

 

 
図 2-3-8 月別日平均騒音発生回数（Ａ滑走路南側・コース直下） 
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⑨Ｂ滑走路南側・コース直下 

このエリアはＢ滑走路の南側地点の中でもＢ滑走路の飛行経路直下に位置

する 6 局で、千葉県の成田市、芝山町、多古町及び横芝光町の 4 市町に設置

されている。これらの局はＢ滑走路の離着陸騒音以外にもＡ滑走路の離着陸

騒音も測定される。 
 

 令和 2 年度の月間ＬdenはＢ滑走路の閉鎖により 5 月～6 月に減少したが、

7 月以降は増加に転じ、変動幅も小さかった。Ｂ滑走路の南側からの着陸

機が多くなる 10 月～1 月にかけて高めに推移している。 
 
 令和 2 年度の日平均騒音発生回数はＢ滑走路の閉鎖により 5 月～6 月に減

少した。また、南側からの着陸機が多い秋季から冬季に増加する傾向にあ

るが、令和２年度は着陸機が少なく、大きな変動はなかった。 
 
 ＬAE の度数分布図をみると、離陸と着陸で傾向が異なり、離陸は比較的 

広い分布であるのに対し、着陸は狭い範囲に集中している。これは、離陸

機が行先や重量などの違いにより、飛行するコースが変動して騒音値の 

変動幅が大きくなるのに対し、着陸機は一定のコースを飛行するので離陸

機と比較して騒音値の変動幅が小さくなるためである。また、このエリア

では、Ａ滑走路、Ｂ滑走路の両方の離着陸騒音が測定されるが、着陸騒音

はＢ滑走路が、離陸騒音はＡ滑走路が主として観測されている。                                                                                                                             

 
 
 

図 2-3-9：「月間Ｌden（Ｂ滑走路南側･コース直下）」及び「月別日平均騒音発生

回数（Ｂ滑走路南側･コース直下）」 
資料 9-1：「月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数（Ｂ滑走路南側･コース直下）」 
資料 9-2：「ＬAE度数分布図（Ｂ滑走路南側･コース直下）」 
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図 2-3-9 月間Ｌden（Ｂ滑走路南側・コース直下） 

 

 

 
図 2-3-9 月別日平均騒音発生回数（Ｂ滑走路南側・コース直下） 
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⑩Ａ滑走路南側・コース西 

このエリアはＡ滑走路の南側地点の中でもＡ滑走路の飛行経路下から西側

に位置する１１局で、千葉県の成田市、山武市及び芝山町の３市町に設置 

されている。これらの局はＡ滑走路の離着陸騒音が主であるが、Ｂ滑走路の

離着陸騒音も僅かながら測定される局もある。 
 

 月間Ｌdenは年間を通して変動幅が小さいが、このエリアではＡ滑走路の南

側に離陸する航空機の影響を大きく受けるため、離陸機が多くなる春季から

夏季は高く、逆に離陸機が少なくなる秋季から冬季は低くなる傾向がある。

令和 2 年度は秋季から冬季のＡ滑走路の南側への着陸機が増加したため、下

半期の方が騒音レベルが若干高くなった。 
 

 令和 2 年度の日平均騒音発生回数は、下半期に増加する傾向が見られるが、

これは秋季から冬季のＡ滑走路の南側への着陸機が増加したことによるもの

である。一方、空港に近い牧野西、高田西では、Ａ滑走路の南側からの着陸

機は仰角が低くほとんど測定されないため、冬季の騒音発生回数が大きく減

少している。南三里塚は空港側方に近いため、Ａ滑走路の北側への離陸機も

測定される。なお、8 月～9 月に騒音発生回数が少なくなっているのは、セ

ミなどの妨害音による影響と考えられる。 
 

 ＬAE の度数分布図をみると、南三里塚の離陸においては、幅広い分布になっ

ている。この要因としては、南三里塚は空港側方に近く、Ａ滑走路の南側へ

の離陸機と北側への離陸機の両方が測定されるためである。 
 

 
 

図 2-3-10： 「月間Ｌden（Ａ滑走路南側・コース西）」及び「月別日平均騒音発生

回数（Ａ滑走路南側・コース西）」 
資料 10-1：「月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数（Ａ滑走路南側・コース西）」 
資料 10-2：「ＬAE度数分布図（Ａ滑走路南側・コース西）」 
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図 2-3-10  月間Ｌden（Ａ滑走路南側・コース西） 

 

 

 
図 2-3-10 月別日平均騒音発生回数（Ａ滑走路南側・コース西） 

 

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

L d
e
n
(
d
B)

南三里塚

高田西

芝山

芝山町役場

山室

牧野西

古和

蕪木

松尾

上横地

木戸

0

50

100

150

200

250

300

350

400

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

日
平
均
騒
音
発
生
回
数

(

回)

南三里塚

高田西

芝山

芝山町役場

山室

牧野西

古和

蕪木

松尾

上横地

木戸



 

40 
 

⑪Ｂ滑走路南側・コース東 

このエリアはＢ滑走路の南側地点の中でもＢ滑走路の飛行経路下から東側

に位置する 5 局で、千葉県の芝山町、多古町、及び横芝光町の 3 町に設置さ

れている。これらの局は主にＢ滑走路の離着陸騒音が測定されるが、Ａ滑走

路の離陸騒音も観測される。 
 
 月間Ｌdenは年間を通じて変動幅が小さい傾向にあるが、令和 2 年度はＢ滑

走路の閉鎖により 5～6 月に大きく減少した。また、秋季から冬季はＡ滑走

路の南側からの着陸機の増加も影響していると考えられる。 
 
 令和 2 年度の日平均騒音発生回数はＢ滑走路が閉鎖した 5 月～6 月に大き

く減少している。夏季はＢ滑走路の南側からの着陸機が少なくなるほか、

セミなどの妨害音の影響もあると考えられる。冬季はＢ滑走路の南側から

の着陸機が相対的に多くなったため増加したと考えられる。 
 
 ＬAE の度数分布図を見ると、離陸と着陸の分布に差が見られる。Ｂ滑走路

は主に着陸機が使用するため、着陸の分布の幅は狭く、集中している。 

その一方で、離陸騒音は、Ａ滑走路、Ｂ滑走路の両方が測定されるため、

双峰性の分布となっている。 
 
 
図 2-3-11： 「月間Ｌden（Ｂ滑走路南側・コース東）」及び「月別日平均騒音発生

回数（Ｂ滑走路南側・コース東）」 
資料 11-1：「月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数（Ｂ滑走路南側・コース東）」 
資料 11-2：「ＬAE度数分布図（Ｂ滑走路南側・コース東）」 
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図 2-3-11 月間Ｌden（Ｂ滑走路南側・コース東） 

 

 

 

 
図 2-3-11 月別日平均騒音発生回数（Ｂ滑走路南側・コース東） 
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⑫南側谷間地区 

このエリアは空港南側地点の中でもＡ・Ｂ両滑走路の谷間に位置する 9 局

で千葉県の芝山町及び横芝光町の 2 町に設置されている。これらの局はＡ・

Ｂ両滑走路の離着陸騒音が測定される。なお、空港に近い地点では地上騒音 

なども測定される。 
 

 月間Ｌdenは、年間を通して変動幅は大きくないが、令和 2 年度は、Ａ滑走

路に近く、Ａ滑走路を離着陸する航空機の影響を大きく受ける谷及び竜ヶ

塚で高い傾向にあった。 
 
 日平均測定回数は空港との距離が離れるほど変動幅が大きくなる傾向があ

る。竜ヶ塚はＡ滑走路に近く、Ｂ滑走路の影響は少ないため、年間を通じ

て低めに推移しており、Ａ・Ｂ両滑走路の影響を受けやすい長倉は、変動

幅が大きい。なお、7 月～8 月の騒音発生回数が減少している原因は、セミ

などの妨害音によるものと考えられる。 
 
 ＬAE の度数分布図を見ると、離陸と着陸で傾向が異なり、離陸は比較的 

広い分布であるのに対し、着陸は狭い範囲に集中している。これは、離陸

機が行先や重量などの違いにより、飛行するコースが変動して騒音値の 

変動幅が大きくなることに対し、着陸機は一定のコースを飛行するので 

離陸機と比較して騒音値の変動幅が小さくなるためである。また、測定局

の位置により傾向が異なっている。 
 

 
 
図 2-3-12：「月間Ｌden（南側谷間地区）」及び「月別日平均騒音発生回数（南側

谷間地区）」 
資料 12-1：「月間Ｌden及び月間累計騒音発生回数（南側谷間地区）」 
資料 12-2：「ＬAE度数分布図（南側谷間地区）」 
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図 2-3-12 月間Ｌden（南側谷間地区） 

 

 
図 2-3-12 月別日平均騒音発生回数（南側谷間地区） 
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３．運航状況 

成田国際空港に乗り入れている令和２年度冬ダイヤの就航都市数は 83 都市

（海外 65 都市、国内 18 都市）であり、前年度冬ダイヤの 140 都市（海外 118

都市、国内 22 都市）と比べて減少した。 

 

参考資料：成田国際空港株式会社「2020 年冬ダイヤ定期航空会社別スケジュ

ール発着回数」 

（１）発着回数 

令和２年度は新型コロナウイルスの影響による航空需要の低迷により総

発着回数は 106,280 回と、過去最高を記録した前年度（令和元年度）の

258,497 回と比較すると 152,217 回の減少（前年度比-59%）となった。そ

の一方、貨物便では 19,012 回増加(前年度比+46%)の 43,953 回と過去最高

を記録した。また、4 月 12 日から 7月 22 日まではＢ滑走路が閉鎖され、

Ａ滑走路のみの運用となった。 

滑走路別に見ると、Ａ滑走路が 82,497 回で前年度より 59,902 回の減少

（前年度比-42%）となったが、着陸回数については 35,403 回で前年度より

9,411 回の増加（前年度比+36%）となった。Ｂ滑走路では 23,783 回で前年

度より 92,315 回の減少（前年度比-80%）となった。令和２年度の発着回数

を「表 3-1 滑走路別発着回数」に、開港当時からの発着状況の推移につい

て「表 3-2 主な運航状況の推移」と「図 3-1 発着回数の年度別推移」にま

とめた。 
 
 
 
 

表 3-2 主な運航状況の推移 

表 3-1 滑走路別発着回数 

※前年度比：(R2-R1)/R1 

年度 　月　日 事　　　　　　　　　　　　項 年間発着回数実績
日平均

発着回数実績

昭和53年度 昭和53年 5月20日 成田国際空港開港

（1978年度） 昭和53年 5月21日 運航開始

平成14年度

（2002年度）

平成21年10月22日
暫定平行滑走路（B'滑走路）が北側へ320m延伸し、2500mのB滑
走路として供用開始

平成24年 3月25日 年間発着枠は23.5万回から25万回へ拡大

平成24年12月13日 A滑走路南側の着陸滑走路長を750m延長し、4000mとして供用開始

　注：年間発着枠とは、１年間で受け入れ可能な発着回数の合計値

  52,613回 167回

176,365回 490回平成14年 4月18日 暫定平行滑走路（B'滑走路）供用開始（滑走路長：2180m）

512回

212,078回 581回

708回

512回

258,497回

187,051回

187,237回
平成23年度

（2011年度）

滑走路の事前承認制度を一部撤廃
年間発着枠は20万回から22万回へ拡大

平成22年 3月28日
〃

A,B両滑走路から同時に離着陸できる同時離着陸方式の運用開始
年間発着枠は22万回から23.5万回へ拡大

平成23年10月20日
平成23年10月30日

平成21年度
（2009年度）

年間発着枠は27万回から30万回へ拡大 228,220回 625回

平成24年度
（2012年度）

令和元年10月27日
A滑走路の運用時間が24時までに延長され、離着陸制限(カーフュー)
の弾力的運用時間が24時から24時30分までに変更

離着陸制限（ｶｰﾌｭｰ）の弾力的運用の開始
年間発着枠は25万回から27万回へ拡大

平成25年 3月31日
〃

令和元年度
（2019年度）

平成26年度
（2014年度）

平成27年 3月29日
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（２）南北発着回数及び南北風向率と風配図 
令和２年度の南北滑走路別発着回数及び南北風向率（月別・年間）のグラフ

を図 3-2 に示す。滑走路の運用方向は風向により変化するために、南風割合

が高い春季～夏季は滑走路南側を向いた発着（以下「南向き運用」という）回

数が多くなり、反対に北風の割合が高くなる秋季～冬季は滑走路北側を向い

た発着（以下「北向き運用」という）回数が多くなる。5 月～8 月は南向き運

用が多く、4 月及び 9 月～翌 3 月は北向き運用が多かった。 

なお、5月、8月及び 10 月は令和元年度よりも北向き運用率が 10％以上高

く、通年でも北向運用率は 57.8％と令和元年度の 54.4％よりも高かった。 

南北風向率は、年間南風率が 47.6％、年間北風率が 52.4％となり、昨年の

年間南風率49.0％、年間北風率51.0％と比べると僅かだが北風率が上がった。

また、南風率の最も高い月は 8月、北風率の最も高い月は 1月であった。 

風配図は平成 28 年度から令和元年度の過去 4 年間のデータも併記した。 

なお、風向及び風速は、Ａ滑走路南端の測定局データ(10 分間平均値)を 

もとに作成した。また北（南）風率の集計では、滑走路の中心線と直角に 

交わる方向を、北風／南風に分ける境界とした。 
年度別風配図を過去 4 年間のデータと比較すると、北西及び南東の風が突

出せず、北西から北東の風が満遍なく多かったことが特徴として挙げられ

る。一方で月別風配図をみると 5月、6月、8月に南東寄りの風が多くを占

め、12 月～2 月は季節風である北西の風が多く見られた。 

 

図 3-2：「令和２年度 南北滑走路別発着回数及び南北風向率（月別・年間）」

（南北風向率は滑走路の方位を補正して算定） 

図 3-3：「年度別風配図」 

資料集 1 資料 14：「年度別滑走路南北使用比率」 

資料集 1 資料 15：「月別風配図」 

 

(参考） 
成田国際空港の場合の使用滑走路［Ａ滑走路（１６Ｒ、３４Ｌ）及びＢ滑走路（１６Ｌ、３４

Ｒ）］とは、滑走路の磁方位を磁北から時計廻りに計った角度を元に求めた数字の 1桁目を四捨

五入し、０を省略したもので、平行して 2 本の滑走路がある場合、着陸方向から見て左側の滑走

路にＬ、右側の滑走路にＲを付加している。 

  １６Ｒ、１６Ｌ ： 磁北から時計廻りの角度 約 157° 

  ３４Ｌ、３４Ｒ ： 磁北から時計廻りの角度 約 337° 
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図 3-2-1  令和２年度 南北滑走路別発着回数及び南北風向率（月別・年間） 

図 3-2-2  北向き運用比率及び北風率の月別比率と年間値の推移  
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令和元年度 平成 30 年度 

令和 2 年度 

平成 28 年度 平成 29 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

  図 3-3 年度別風配図 

(1)データ提供：成田国際空港(株) 
(2)風向別積上棒グラフ作成アドインソフト使用 

凡例 

0.5～1.9m/s 
  0.5m/s 未満 Calm 

2.0～4.9m/s 

5.0～9.9m/s 

10m/s～ 
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（３）時間別及び時間帯別発着回数 
 
①  １日当たりの時間別発着回数 

 

令和２年度の 1 日当たりの発着回数を時間別に分けて集計した結果を、過

去 2年間とあわせて図 3-4 示す。 

成田国際空港における令和２年度の発着回数は、平成 30 年度、令和元年度

と比べると 1 日を通しての増減、山と谷の差は小さく、平準化されたような

数値となった。 

滑走路別でも同様な傾向であるが、運航便数が減少した中でもＡ滑走路の

6～8時台、22～23 時台の発着回数が増加した。 
特に 6～7 時台及び 23 時台のＡ滑走路における発着回数が増加している

が、前者は B 滑走路の閉鎖期間があったこと及び早朝の着陸便が増えたこと

が要因で、後者は通年でＡ滑走路を 24 時まで運用したことが要因と思われ

る。 
 

成田国際空港では、周辺地域への環境対策（発生源対策の一つ）の一環とし

て、深夜 23 時～早朝 6 時の時間帯について離着陸制限（カーフュー）を

実施している。しかしながら平成 25 年夏ダイヤ（平成 25 年 3 月 31 日）  

から、緊急事態（従来取り決め）に加え、出発地の空港の悪天候等、航空 

会社の努力では対応できない、やむを得ない場合に限り、23 時台の離着陸を

認める「離着陸制限（カーフュー）の弾力的運用」が開始された。更に令和元

年 10 月 27 日からＡ滑走路の運用時間を 1 時間延長して 24 時までとし、弾力

的運用時間は 24 時から 24 時 30 分までの 30 分間となった。 

令和２年度における弾力的運用の対象となったのは 2 日で 2 機あり、前年

度の 38 日で 43 機と比較して 41 機減少した。 

また、緊急事態の対象となったのは、5日で 5機あり、遅延の理由は成田空

港の悪天候が１機、機材不良等による異常事態が４機であった。前年度は 5日

で 125 機であったため、前年度と比較して 120 機減少となった。 

 
 

図 3-4-1：「時間別発着回数（平成 30･令和元年･2 年度）（Ａ･Ｂ滑走路合計）」 

図 3-4-2：「時間別発着回数（平成 30・令和元年・2 年度）（Ａ滑走路）」 

図 3-4-3：「時間別発着回数（平成 30・令和元年・2 年度）（Ｂ滑走路）」 
 
 



 

50 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

図 3-4-2 時間別発着回数（平成 30・令和元年・2 年度）（Ａ滑走路） 

図 3-4-3 時間別発着回数（平成 30・令和元年・2 年度）（Ｂ滑走路） 

図 3-4-1 時間別発着回数（平成 30・令和元年・2 年度）（Ａ・Ｂ滑走路合計） 
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②  年間の時間帯別発着回数 

 

令和２年度の各時間帯における発着回数を算出した結果を表 3-3 及び図

3-5-1～3 に過去 2 年間とあわせて示す。 

令和２年度のＡ滑走路及びＢ滑走路の時間帯別発着回数の合計を令和元

年度と比較すると、全ての時間帯で減少した。 

滑走路別に比較すると、Ａ滑走路では、1日の合計では減少したもの

の、夜間・早朝(00:00～07:00)は前年度より 1,860 回の増加(前年度比

+113%)、夜間(22:00～24:00)は前年度より 1,924 回の増加(前年度比+40%)
となった。 
Ｂ滑走路では、全ての時間帯で減少し、合計で 92,315 回の減少(前年度比

-80%) となった。 

 

 

表 3-3 ：「時間帯別発着回数」 

図 3-5-1：「時間帯別発着回数（平成 30･令和元年･2 年度 A･B 滑走路合計）」 

図 3-5-2：「時間帯別発着回数（平成 30・令和元年･２年度 Ａ滑走路）」 

図 3-5-3：「時間帯別発着回数（平成 30・令和元年･２年度 Ｂ滑走路）」 

 

 
  

時 間 帯 滑走路 H30 R1 R2 
前年度差

(R2-R1) 
前年度比※ 

00：00-07：00 

A 1,804 1,639 3,499 1,860 113% 

B 6,221 5,786 1,142 -4,644 -80% 

A+B 8,025 7,425 4,641 -2,784 -37% 

07：00-19：00 

A 110,739 110,175 59,234 -50,941 -46% 

B 86,396 89,904 18,883 -71,021 -79% 

A+B 197,135 200,079 78,117 -121,962 -61% 

19：00-22：00 

A 26,625 25,766 13,021 -12,745 -49% 

B 18,696 18,080 3,505 -14,575 -81% 

A+B 45,321 43,846 16,526 -27,320 -62% 

22：00-24：00 

A 3,850 4,819 6,743 1,924 40% 

B 2,490 2,328 253 -2,075 -89% 

A+B 6,340 7,147 6,996 -151 -2% 

合計 

A 143,018 142,399 82,497 -59,902 -42% 

B 113,803 116,098 23,783 -92,315 -80% 

A+B 256,821 258,497 106,280 -152,217 -59% 

表 3-3 時間帯別発着回数 

※前年度比：（R2-R1）/R1 
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図 3-5-2 時間帯別発着回数（平成 30・令和元年･２年度 Ａ滑走路） 

図 3-5-3 時間帯別発着回数（平成 30・令和元年･２年度 Ｂ滑走路） 

図 3-5-1 時間帯別発着回数（平成 30・令和元年･２年度 Ａ・Ｂ滑走路合計） 
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（４）機種別発着回数 
 

令和２年度の総発着回数を機種別に集計した結果を過去 10 年間の年度別推

移とともに表 3-4 に示す。 

なお、機種区分は以下に区分した ICAO コードを基に行った。 
 

   
 

空港全体では、新型コロナウイルスの影響による航空需要の減少により、

ほとんどの主要機種の発着回数が減少した。特に旅客機の発着回数減が顕著

であった一方で貨物機は増加し、特に B-747-400、B-747-8 の２機種は増加

した。 

 

Ａ滑走路では、A-320 は 18,033 回の減少（前年度比-68%）、B-737 は

11,503 回の減少（前年度比-80%）となった。一方、B-747-400 は 1,816 回

の増加（前年度比+61%）、B-747-8 は 2,430 回の増加（前年度比+54%）で

あった。ただし、B-747-400、B-747-8 ともにＢ滑走路で発着回数は減少し

たため、空港全体では、それぞれ 575 回、1,028 回の増加に留まった。 
 

Ｂ滑走路では、全主要機種の発着回数が減少した。A-320 は 21,300 回の

減少（前年度比-65%）、B-737 は 17,557 回の減少（前年度比-95%）、B-
787 は 13,717 回の減少（前年度比-70%）となった。 

 
図 3-6-1 及び図 3-6-2 の機種別発着割合年度別推移を見ると、全体の便数

が減少している中、Ａ滑走路では B-747-400、B-747-8 の他、B-777、B-
787、B-767 の比率が、Ｂ滑走路では A-320、B-787 の比率が各々高くなっ

ている。 

表 3-4 ：「機種別発着回数の年度別推移」 

図 3-6-1：「機種別発着割合の年度別推移（Ａ滑走路）」 

図 3-6-2：「機種別発着割合の年度別推移（Ｂ滑走路）」 

機種 ＩＣＡＯコード

A-300 A306　A30B

A-320 A318　A319　A320　A321　

A320neo A20N　A21N

A-330 A332　A333

A330neo A339

A-340 A342　A343　A345　A346

A-350 A359　A35K

A-380 A388

B-737 B732　B734　B735　B737　B738　B739　

B737MAX B38M

B-747 B741　B742　B743　B74R　B74S

B-747-4 B744　B74D

B-747-8 B748

B-757 B752　B753

B-767 B762　B763　B764

B-777 B772　B773　B77L　B77W

B-787 B788　B789　B78X

CRJ CRJ1　CRJ2　CRJ7　CRJ8

DC-10 DC10

DH8D等 FK50　DH8D　DH8C

MD-11 MD11
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図 3-6-1 機種別発着割合の年度別推移（Ａ滑走路) 

＊令和２年度は運航便数が減少し比較するための

サンプルが少ないことから、凡例の機種は、令

和元年度に荒海で測定した着陸機の最大騒音値

(LASmax)を大きい順に下から並べた。 

 但し、令和元年度に運航の無かった機種につい

ては最終運航年度のもので比較した。 

図 3-6-2 機種別発着割合の年度別推移（Ｂ滑走路) 

騒音大 

騒音大 

騒音小 

騒音小 
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４．考察 

（１）Ｌdenの前年度比較・年度別推移 
各測定局におけるＬdenを前年度と比較した。また、年度別推移について

はエリア別に分けて図 2-1（11～16 頁参照）に示した。 

図 2-1   ： [年度別年間Ｌden測定結果」 

表 4-1   ：「Ｌden増減と該当局数（令和元年度との比較）」 

図 4-1   ：「各エリアにおける測定局の増減の平均値」 

表 4-2  ：「滑走路方向使用比率（令和元年度との比較）」 

表 4-3   ：「時間帯別・滑走路方向別離着陸回数（令和元年度との比較）」 

図 4-2   ：「Ｌdenの前年度比較」 

航空機の発着状況、気象条件等の変動要因などによる不確かさを考慮して 

Ｌdenの変動範囲が-0.4dB～+0.4dB の間は変化がないものとみなし、令和元年

度と比較すると、Ｌden が 0.5dB から 0.9dB 減少した測定局は 11 局、1.0dB
以上減少した測定局は 80 局、0.5dB から 0.9dB 増加した測定局は 2 局、変化

なしは 8 局であった。なお、1.0dB 以上増加した局はなかった。 

表 4-1 Ｌden増減と該当局数（令和元年度との比較） 
Ｌden の増減 局 数 

1.0dB 以上増加 0局 

0.5～0.9dB 増加 2局 

変化なし 8局 

0.5～0.9dB 減少 11局 

1. 0dB 以上減少 80局 

比較なし 2局※ 

計 103局 

 

      

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-1 各エリアにおける測定局の増減の平均値 

（注）数値は、各エリア内の測定局 

の増減を平均したもの 

単位：dB 

※滑川は年間欠測率が 20％を

大きく超過したため前年度比

較は行わない。 

  竜ヶ塚は前年度参考値であっ

たため比較は行わない。 

　1.0以上

　0.5～0.9

　0.4～-0.4

　-0.5～-0.9

　-1.0以下

凡例
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令和２年度は、新型コロナウイルスの影響により、前年度と比較して発着

回数が大きく落ち込んだ。 

滑走路別では、Ａ滑走路は、59,902回減（前年度比-42%）の82,497回と、 

前年度比で約４割減となり、さらにＢ滑走路は92,315回減（前年度比-80%）

の23,783回と、前年度比で８割減となった。 

そのため、大部分のエリアで測定局のＬden増減の平均値が前年度比で1.0 

dB以上の減少となり、特にＢ滑走路側では、すべてのエリアで6.0dB以上の減

少となっている。 

 一方、Ａ北側コース直下（エリア平均で0.6dB減）と、Ａ南側コース直下

（エリア平均で0.3dB増）については、他のエリアと異なり、微減または変化

なし（-0.4dB～+0.4dB）となったため、この２つのエリアを中心に、Ｌdenに

与える影響を検討した。 

 

① Ａ北側コース直下 

田川、16Ｒで変化なし（0.2dBから0.4dB減少）、それ以外の測定局では

0.6dBから0.9dB減少し、エリア平均では0.6dB減となった。 

他のエリアより減少幅が小さかった要因としては、Ａ滑走路北側におけ

る着陸回数が1,670回増加（前年度比+13%）し、また、22時から24時（以

下、「N4時間帯」という）の離陸回数が1,148回増加（前年度比+44%）し

た影響が考えられる。 

 

② Ａ南側コース直下 

蓮沼で0.6dB減少したが、大台、芝山集会所で0.8 dBから0.9dB増加、そ

れ以外の測定局は変化なし（-0.1dB ～+0.4dB）で、エリア平均では、唯

一の変化なし（0.3dB増）となった。 

変化なしの要因としては、Ａ滑走路南側における着陸回数が7,741回増

加（前年度比+61%）し、また、N4時間帯の離陸回数が610回増加（前年度

比+33%）した影響が考えられる。 

一方、蓮沼については、エリア内の他の測定局と比べて、滑走路から

離れているため、飛行高度が高く、また、Ｂ滑走路南側の着陸の影響も

受けやすい。そのため、Ａ滑走路南側における着陸回数やN4時間帯の離

陸回数の増加の影響が比較的少ないこと、Ｂ滑走路南側の着陸回数が激

減したことが減少の要因として考えられる。 
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年間値 日平均 南北使用比率 年間値 日平均 南北使用比率 年間値 日平均

離陸 27,038 74.1 63,155 173.0 -36,117 -98.9 -57%

着陸 14,977 41.0 13,307 36.5 1,670 4.5 13%
計 42,015 115.1 76,462 209.5 -34,447 -94.4 -45.1%

離陸 20,056 54.9 53,252 145.9 -33,196 -91.0 -62%
着陸 20,426 56.0 12,685 34.8 7,741 21.2 61%
計 40,482 110.9 65,937 180.6 -25,455 -69.7 -39%

離陸 47,094 129.0 116,407 318.9 -69,313 -189.9 -60%
着陸 35,403 97.0 25,992 71.2 9,411 25.8 36%
計 82,497 226.0 142,399 390.1 -59,902 -164.1 -42%

離陸 3,894 10.7 6,550 17.9 -2,656 -7.2 -41%
着陸 7,675 21.0 45,142 123.7 -37,467 -102.7 -83%
計 11,569 31.7 51,692 141.6 -40,123 -109.9 -78%

離陸 2,169 5.9 6,276 17.2 -4,107 -11.3 -65%
着陸 10,045 27.5 58,130 159.3 -48,085 -131.8 -83%
計 12,214 33.5 64,406 176.5 -52,192 -143.0 -81%

離陸 6,063 16.6 12,826 35.1 -6,763 -18.5 -53%
着陸 17,720 48.5 103,272 282.9 -85,552 -234.4 -83%
計 23,783 65.2 116,098 318.1 -92,315 -252.9 -80%

離陸 30,932 84.7 69,705 191.0 -38,773 -106.3 -56%
着陸 22,652 62.1 58,449 160.1 -35,797 -98.0 -61%
計 53,584 146.8 128,154 351.1 -74,570 -204.3 -58%

離陸 22,225 60.9 59,528 163.1 -37,303 -102.2 -63%
着陸 30,471 83.5 70,815 194.0 -40,344 -110.5 -57%
計 52,696 144.4 130,343 357.1 -77,647 -212.7 -60%

離陸 53,157 145.6 129,233 354.1 -76,076 -208.5 -59%
着陸 53,123 145.5 129,264 354.1 -76,141 -208.6 -59%
計 106,280 291.2 258,497 708.2 -152,217 -417.0 -59%

発着回数 比較
①令和2年度 ②令和元年度 ①－②

前年度比※

Ａ滑走路

空港北側 50.9% 53.7%

空港南側 49.1% 46.3%

計

Ｂ滑走路

空港北側 48.6% 44.5%

空港南側 51.4% 55.5%

計

合計

空港北側 50.4% 49.6%

空港南側 49.6% 50.4%

計

表 4-2 滑走路方向使用比率（令和元年度との比較） 

※前年度比：(R2-R1)/R1 

表 4-3 時間帯別・滑走路方向別離着陸回数（令和元年度との比較） 

令和2年 令和1年 増減数 増減率 令和2年 令和1年 増減数 増減率 令和2年 令和1年 増減数 増減率 令和2年 令和1年 増減数 増減率
午前０時から午前７時(N1) 33 183 -150 -82.0% 1,330 2,073 -743 -35.8% 22 116 -94 -81.0% 3,256 5,053 -1,797 -35.6%
午前７時から午後７時(N2) 23,316 52,897 -29,581 -55.9% 16,446 47,064 -30,618 -65.1% 16,911 43,244 -26,333 -60.9% 21,444 56,874 -35,430 -62.3%
午後７時から午後10時(N3) 3,848 13,247 -9,399 -71.0% 4,509 8,776 -4,267 -48.6% 2,819 13,575 -10,756 -79.2% 5,350 8,248 -2,898 -35.1%
午後10時から午前０時(N4) 3,735 3,378 357 10.6% 367 536 -169 -31.5% 2,473 2,593 -120 -4.6% 421 640 -219 -34.2%

合計機数 30,932 69,705 -38,773 -55.6% 22,652 58,449 -35,797 -61.2% 22,225 59,528 -37,303 -62.7% 30,471 70,815 -40,344 -57.0%
午前０時から午前７時(N1) 15 146 -131 -89.7% 1,041 539 502 93.1% 11 79 -68 -86.1% 2,432 875 1,557 177.9%
午前７時から午後７時(N2) 19,571 48,661 -29,090 -59.8% 10,620 11,302 -682 -6.0% 14,890 39,557 -24,667 -62.4% 14,153 10,655 3,498 32.8%
午後７時から午後10時(N3) 3,717 11,761 -8,044 -68.4% 3,086 1,321 1,765 133.6% 2,682 11,753 -9,071 -77.2% 3,536 931 2,605 279.8%
午後10時から午前０時(N4) 3,735 2,587 1,148 44.4% 230 145 85 58.6% 2,473 1,863 610 32.7% 305 224 81 36.2%

合計機数 27,038 63,155 -36,117 -57.2% 14,977 13,307 1,670 12.5% 20,056 53,252 -33,196 -62.3% 20,426 12,685 7,741 61.0%
午前０時から午前７時(N1) 18 37 -19 -51.4% 289 1,534 -1,245 -81.2% 11 37 -26 -70.3% 824 4,178 -3,354 -80.3%
午前７時から午後７時(N2) 3,745 4,236 -491 -11.6% 5,826 35,762 -29,936 -83.7% 2,021 3,687 -1,666 -45.2% 7,291 46,219 -38,928 -84.2%
午後７時から午後10時(N3) 131 1,486 -1,355 -91.2% 1,423 7,455 -6,032 -80.9% 137 1,822 -1,685 -92.5% 1,814 7,317 -5,503 -75.2%
午後10時から午前０時(N4) 0 791 -791 -100.0% 137 391 -254 -65.0% 0 730 -730 -100.0% 116 416 -300 -72.1%

合計機数 3,894 6,550 -2,656 -40.5% 7,675 45,142 -37,467 -83.0% 2,169 6,276 -4,107 -65.4% 10,045 58,130 -48,085 -82.7%

Ｂ
滑
走
路

Ａ
Ｂ
滑
走
路

　　　　　　　　　　　南北
　　　　　　　　　　　離着陸
　時間帯

使用
滑走路

離陸機数
空港北側

Ａ
滑
走
路

着陸機数
空港南側

離陸機数 着陸機数
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図 4-2 Ｌdenの前年度比較 



 

60 
 

（２）Ｌden及びＬdenの時間帯別重み付けエネルギー構成比 
 

図 4-3-1～図 4-3-4 に時間帯別等価騒音レベル（以下ＬAeqという）とＬden 

及び令和元年度を基準とした時間帯別重み付けエネルギー構成比を示した。 

時間帯別エネルギー構成比は、時間帯別の等価騒音レベル(ＬAeq)に重み 

付けをして算出した。 

  
  

 

 

 
 

 
 

図 4-3-1 Ｌden及びＬdenの時間帯別構成比率（荒海：Ａ滑走路北側直下） 

図 4-3-2 Ｌden及びＬdenの時間帯別構成比率（西大須賀：Ｂ滑走路北側直下） 
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図 4-3-3 Ｌden及びＬdenの時間帯別構成比率（中台（千葉県）：Ａ滑走路南側直下） 

図 4-3-4 Ｌden及びＬdenの時間帯別構成比率（千田：Ｂ滑走路南側直下） 
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（３）Ｌdenの機種別エネルギー構成比 
Ａ・Ｂ滑走路の南北コース直下の代表的な測定局（居住者が比較的多い

地域を選定）におけるＬden の機種別エネルギー構成比、機種別単発騒音 

暴露レベル及び機種別騒音発生回数を図 4-4-1～図 4-4-4 に示した。 

なお、エネルギー構成比は時間帯別に重み付けした単発騒音暴露レベル

(ＬAE)と騒音発生回数から算出した。 

着陸時のＬAE は、同一の測定局では高度が一定なため、機種の違いに 

よる差となる。離陸時のＬAE は、着陸に比べて大きく、高度も様々で  

あり、スラントディスタンス（測定局から航空機までの直線距離）が異な

るため、機種ごとに大きく異なる。 

機種別エネルギー構成比は測定地点ごとに異なるが、特に B-747-4 は 

騒音発生回数が少ないものの、他の機種と比べＬAE が大きいため、大きく

なっている。A-320 の割合はＢ滑走路でより大きい。 

 

 

 
図 4-4-1 Ａ滑走路北側直下局（荒海）の機種別エネルギー構成比（上図）、機種別単

発騒音暴露レベル（中図）および機種別騒音発生回数の割合（下図） 
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図 4-4-2 Ｂ滑走路北側直下局（西大須賀）の機種別エネルギー構成比（上図）、機種

別単発騒音暴露レベル（中図）および機種別騒音発生回数の割合（下図） 
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図 4-4-3 Ａ滑走路南側直下局(中台(千葉県）)の機種別エネルギー構成比（上図）、 

機種別騒音暴露レベル（中図）および機種別騒音発生回数の割合（下図） 
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図 4-4-4 Ｂ滑走路南側直下局（千田）の機種別エネルギー構成比（上図）、機種別 

騒音暴露レベル（中図）および機種別騒音発生回数の割合（下図） 
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（４）Ｌdenに及ぼす地上騒音の影響 
表 4-3 にＬden の内訳（飛行騒音、地上騒音）及び地上騒音による増加量、

図 4-5-1 地上騒音を測定した測定局、図 4-5-2 に地上騒音によるＬdenの増加

量を示した。 

地上騒音は空港周辺の測定局で観測されることが多いが、それ自体による

Ｌdenは三里塚グラウンドで 47.7dB、芝山千代田で 47.0dB であった。 

測定結果から、地上騒音によるＬdenの増加量は、飛行騒音と地上騒音の差

が比較的小さい芝山千代田が 1.3dB で最も大きく、一鍬田が 0.8dB で次に大

きかった。その他の局では、0.4dB 増加が 1局、0.3dB 増加が 3局、0.2dB 増

加と 0.1dB 増加が 5 局ずつ、0.0dB が 4 局であった。 

前年度より増加した局が多いが、離着陸回数が大きく減少したため、飛行

騒音との重複が減り地上音の検出率があがったこと、飛行騒音の減少により

相対的に地上騒音の寄与が大きくなったことが要因と考えられる。 

 
※地上騒音とは、飛行場内における航空機の運用や機体の整備に伴って発生する騒音。 

誘導路で発生するタクシーイングに伴う騒音、エプロンで発生するＡＰＵの稼働や  

エンジン試運転等に伴う騒音はこれに該当する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

表 4-3 Ｌdenの内訳（飛行騒音、地上騒音）及び地上騒音による増加量 

＊ 34L 及び 34R は空港内の測定局であり、評価しない。 
・基準局とは地上騒音を特定するための基準となる局で、NAA 航空機騒音監視システム 
により地上騒音の照合が行われる。 

・集計局は、基準局の地上騒音照合結果をもとに判別した局である。 

飛行騒音 地上騒音
飛行騒音
+地上騒音

地上騒音によ
る増加量

地上騒音
日最大値

３４Ｌ* 72.2 59.3 72.4 0.2 61.8
３４Ｒ* 65.7 38.9 65.7 0.0 43.9
三里塚小学校 58.3 44.8 58.4 0.1 48.6
三里塚グラウンド 60.9 47.7 61.1 0.2 49.9
芝山千代田 51.9 47.0 53.2 1.3 51.0
新田（NAA） 49.1 36.0 49.3 0.2 39.7
一鍬田 45.6 38.3 46.4 0.8 41.3
堀之内 54.6 30.5 54.6 0.0 38.6
遠山 56.1 39.1 56.2 0.1 43.2
大和 43.8 32.7 44.1 0.3 38.1
本三里塚 57.1 45.6 57.4 0.3 49.9
御料牧場記念館 54.6 40.9 54.8 0.2 45.9
本城 54.5 39.8 54.7 0.2 43.8
菱田 51.9 36.9 52.0 0.1 40.5
新田（成田市） 50.6 39.4 50.9 0.3 44.0
梅ノ木 45.1 35.2 45.5 0.4 37.7
大里 51.3 36.2 51.4 0.1 40.9
南三里塚 56.1 38.2 56.2 0.1 42.2
谷 57.1 25.2 57.1 0.0 33.6
牧野西 47.0 ― 47.0 0.0 ―

集
計
局

監視局名
L den　（ｄB)

基
準
局
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図 4-5-2 地上騒音によるＬdenの増加量 

図 4-5-1 地上騒音を測定した測定局 
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（５）離着陸制限（カーフュー）の弾力的運用とＡ滑走路の運用

時間変更による影響 
緊急事態（従来取り決め）に加え、出発地など他の空港の悪天候等、航空

会社の努力では対応できないやむを得ない場合に限り、23 時台の離着陸を 

認める「離着陸制限（カーフュー）の弾力的運用」が平成 25 年夏ダイヤ 

（平成 25 年 3 月 31 日）から開始され、令和元年 10 月 27 日からの弾力的運用

の運用時間は A滑走路において、24 時から 24 時 30 分までとなっている。 
 
 

 

 
 
 

① 弾力的運用 

令和２年度における弾力的運用の対象となったのは 2日で 2機あり、前年

度の 38 日で 43 機と比較して 41 機減少した。 

これは初めて１年を通じてＡ滑走路の運用時間を 24 時まで延長したため、

23 時台の運航便を含まないことによる減少であり、弾力的運用が年間のＬden

に与える影響は、極めて小さい。 
        

    
   
 
 
 
 
 
 

 

 

表 4-4-1 ＜カーフュー内運航の理由＞ 表 4-4-2＜カーフュー内運航機数＞  

図 4-6-2 南北別・滑走路別運航機数（左図：離陸、右図：着陸) 

図 4-6-1 弾力的運用に伴う運航機数 

　　年　　度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

　カーフュー内 124 159 168（4） 7

　　（緊急事態） 26 109 125（2） 5

　　（弾力的運用） 98 50 43（2） 2

単位：機
R1の( )内はR1.10.27以降の機数

※弾力的運用時間
　　                  R2.10.26以前：A、B滑走路ともに23:00-24:00
  　                  R2.10.27以降：A滑走路のみ24:00-24:30に変更
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② 緊急事態 

令和２年度において緊急事態の対象となったのは、5日で 5機あり、遅延

の理由は、悪天候によるのもが 1機、その他の 4機は異常事態に遭遇であっ

た。前年度は 5 日で 125 機であったため、前年度と比較して 120 機減となっ

た。 

 
 
 
 

         表 4-5-2 緊急事態に伴う運航理由の内訳 
 

理 由 離陸 着陸 計 日数 

台風避難、その他の理由(悪天候等) 1 0 1 1 

異常事態に遭遇(機材等トラブル) 1 3 4 4 

乗員、乗客に異常事態が発生(急患) 0 0 0 0 

計 2 3 5 5 
 
  

表 4-5-1 弾力的運用の対象となった事由の内訳 

図 4-6-3 緊急事態に伴う運航機数 
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③ N4 時間帯（22 時から 24 時）のＬdenへの寄与の比較 

  令和元年 10 月 27 日より滑走路の運用時間が 24 時まで延長された。令和 2

年度は初めて１年を通し、この運用を実施したことにより、Ｌdenに影響があ

ったと考えられる。そのため、22 時から 24 時までの運航便数の推移と、22

時から 24 時の運航によるエリア別Ｌdenへの影響の２点について確認した。 

 

  22 時から 24 時の運航便数の推移について、運用時間変更前の平成 27 年度

から平成 30 年度の 4 年間と、約 5ヵ月間変更時間を適用した令和元年度は大

きな変化はなく、初めて通年で変更時間を適用した令和 2年度はＡ滑走路側

で大幅に増加した。 

 

  22 時から 24 時の運航によるＬdenへの増加分について、令和 2年度はＡ滑走

路の離陸機増加、特に北向き運用が多かったため、Ａ滑走路北側のコース西

及び谷間地区で大きい結果となった。 

   ただし、Ｌden全体では、7時から 22 時までの運航便数の大幅減少により、

多くのエリアで令和元年度よりも減少となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

表 4-6 22 時から 24 時の運航便数の推移 

A B A B A B A B

H27 2,082 871 102 625 1,454 654 104 706

H28 2,476 1,193 102 428 1,432 687 148 636

H29 2,215 955 99 365 1,485 647 126 480

H30 1,992 942 69 370 1,712 827 77 351

R1 2,587 791 145 391 1,863 730 224 416

R2 3,735 0 230 137 2,473 0 305 116

22-24時

空港北側 空港南側

離陸 着陸 離陸 着陸

図 4-7-1 22 から 24 時の運航便数の推移 
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B滑走路

A滑走路

2.1
⑧A南側コース
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５．まとめ 

騒防法による評価 
 

令和２年度の指定区域内の全測定局のＬdenについては、騒防法の第１種

区域においては第２種区域に定める値未満、第２種区域においては第３種区

域に定める値未満であった。 
また、無指定地域内の全測定局のＬdenについては、第１種区域に定める

値未満であった。 
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高度・コースの測定について（参考資料） 

航空機の飛行高度及び飛行コースについては、Ａ滑走路及びＢ滑走路の北

側地域を対象として、成田市が設置する高度コース測定局及び当財団が設置

する高度コース中央処理装置で構成する高度コース監視システムにより測定

を行っている。 
高度コース測定局は、各滑走路の航路直下約 2km 間隔で、Ａ滑走路に 4 局

（安西、安崎、芦田及び清水台）及びＢ滑走路に 3 局（西大須賀、高倉及び

土室）が設置され、航空機騒音の到来方向（方位角及び仰角）の時系列デー

タ、気象データ（風向、風速、温度、湿度、大気圧等）及びトランスポンダ

応答信号を測定又は記録している。 
高度コース中央処理装置は、各高度コース測定局から 1 時間毎にデータ収

集し、隣接した高度コース測定局のデータを照合することにより、重複する

時間帯のデータから空間的な航跡を三角測量の原理で算出し記録している。

また、当該データと航空機の運航データを照合することにより、航空機の飛

行高度及び飛行コースの航跡図並びに任意の断面における航空機の飛行分布

図や飛行分散図の作成処理等を行っている。図 5-1 に高度コース中央処理装

置表示例を示す。 
高度・コースの測定結果については、成田市空港部空港対策課が毎年度発

行している「成田国際空港周辺航空機騒音測定結果（年報）」をご覧くださ

い。 

 

図 5-1 高度コース中央処理装置表示例 


